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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　立体映像表示を可能とする３Ｄ映像信号または非立体映像表示を可能とする非３Ｄ映像
信号を映像表示装置へ出力可能な映像再生装置であって、
　コンテンツのデータを入力し、前記コンテンツの第１映像を、前記コンテンツに含まれ
るオフセット情報に応じたオフセット量に基づいて、前記コンテンツの第２映像に対して
位置合わせして重畳することにより前記コンテンツの映像信号を構成するＡＶ処理部と、
　前記ＡＶ処理部で構成された前記映像信号を出力する出力部と、
　前記コンテンツの映像表示を、３Ｄ表示とするか非３Ｄ表示とするかを指示する情報を
受け付ける入力部と、を有し、
　前記出力部が、前記第１映像が前記オフセット情報に応じたオフセット量に基づいて前
記第２映像に重畳されて構成された前記映像信号を出力している際に、前記入力部が、前
記コンテンツの映像表示を非３Ｄ表示にする指示を受け付けた場合、前記ＡＶ処理部は、
前記オフセット量を時間的に変化しない一定値に固定し、前記一定値のオフセット量に基
づいて、前記第１映像を、前記第２映像に対して位置合わせして重畳することにより前記
映像信号を構成し、前記出力部は、前記映像信号を出力する、映像再生装置。
【請求項２】
　前記コンテンツの第２映像は、左目用の映像である左目映像、および、右目用の映像で
ある右目映像を含み、
　前記受付部が受け付けた情報が前記非３Ｄ表示を示す場合、前記ＡＶ処理部は、前記左
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目映像および前記右目映像のいずれか一方のみを用いて前記映像信号を構成して出力する
、請求項１に記載の映像再生装置。
【請求項３】
　前記コンテンツのデータには、グラフィクス・データを含んだ付加情報が含まれ、
　前記ＡＶ処理部デコーダ部は、前記付加情報から前記第１映像を生成する、請求項１に
記載の映像再生装置。
【請求項４】
　前記コンテンツのデータには、テキスト・データを含んだ付加情報が含まれ、
　前記ＡＶ処理部は、前記付加情報から前記第１映像を生成する、請求項１に記載の映像
再生装置。
【請求項５】
　前記コンテンツのデータには、３Ｄ表示用付加情報と非３Ｄ表示用付加情報が含まれ、
　前記受付部が受け付けた情報が前記非３Ｄ表示を示す場合、前記ＡＶ処理部は、前記非
３Ｄ表示用付加情報から前記第１映像を生成する、請求項１に記載の映像再生装置。
【請求項６】
　コンテンツのデータを入力し、前記コンテンツの第１映像を、前記コンテンツに含まれ
るオフセット情報に応じたオフセット量に基づいて、前記コンテンツの第２映像に対して
位置合わせして重畳することにより前記コンテンツの映像信号を構成するデコーダ部と、
　前記オフセット量を時間的に変化しない一定値に固定するオフセット固定部と、
　前記コンテンツの映像表示に関する指示を受け付けて、当該指示にもとづいて、前記デ
コーダ部に対し、前記オフセット情報に応じたオフセット量を用いるか、前記一定値のオ
フセット量を用いるかを指示する３Ｄ／非３Ｄ指示部と、
　前記デコーダ部が構成した映像信号を出力する信号出力部と、を有し、
　前記信号出力部が、前記第１映像が前記オフセット情報に応じたオフセット量に基づい
て前記第２映像に重畳されて構成された前記映像信号を出力している際に、前記３Ｄ／非
３Ｄ指示部が、前記コンテンツの映像表示を非３Ｄ表示にする指示を受け付けた場合、前
記デコーダ部は、前記一定値のオフセット量に基づいて、前記第１映像を、前記第２映像
に対して位置合わせして重畳することにより前記映像信号を構成し、前記信号出力部は、
前記映像信号を出力する、半導体装置。
【請求項７】
　立体映像表示を可能とする３Ｄ映像信号または非立体映像表示を可能とする非３Ｄ映像
信号を映像表示装置へ出力可能な映像再生装置において映像信号を構成し出力する方法で
あって、
　ＡＶ処理部が、コンテンツのデータを入力するステップと、
　前記ＡＶ処理部が、前記コンテンツの第１映像を、前記コンテンツに含まれるオフセッ
ト情報に応じたオフセット量に基づいて、前記コンテンツの第２映像に対して位置合わせ
して重畳することにより前記コンテンツの映像信号を構成するステップと、
　出力部が、前記ＡＶ処理部で構成された映像信号を出力するステップと、
　入力部が、前記コンテンツの映像表示を、３Ｄ表示とするか非３Ｄ表示とするかを指示
する情報を受け付けるステップと、
　前記受け付けるステップにおいて前記入力部が前記コンテンツの映像表示を非３Ｄ表示
にする指示を受けた場合、前記ＡＶ処理部が、当該指示を受けて、前記オフセット量を時
間的に変化しない一定の所定値に固定し、前記一定値のオフセット量に基づいて、前記第
１映像を、前記第２映像に対して位置合わせして重畳することにより前記映像信号を構成
して、前記出力部が、前記映像信号を出力するステップと、を有する、映像再生装置にお
いて映像信号を構成し出力する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願の技術分野は、映像表示装置へ映像信号を出力する映像再生装置に関し、特に、立



(3) JP 4959830 B2 2012.6.27

10

20

30

40

50

体映像として再生可能な映像信号を出力可能な映像再生装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　左目および右目それぞれに対して視差を含んだ映像を提示することで立体視効果が得ら
れることが古くから知られている（以下、このような手法により立体視効果を得る方式を
「二眼式３Ｄ方式」と称する。）。
【０００３】
　また近年では、立体視可能な映像を表示できる３Ｄテレビの技術が急速に進んでいる。
その背景として、映画館での３Ｄ映画のヒットや、一部の放送局によるＢＳデジタル放送
における３Ｄ放送の試験的実施や、一部のＤＶＤ等のディスク媒体での３Ｄ対応コンテン
ツの出荷開始等が挙げられる。そのような背景のもと、３Ｄテレビ（３Ｄ映像表示装置）
については、一部のメーカによりすでに商品化されている。このように、一般家庭におけ
る３Ｄ映像視聴環境は急速に整いつつある。
【０００４】
　３Ｄテレビの視聴方法としての二眼式３Ｄ方式には、大別して２つの方法があり、裸眼
で視聴する方法と、専用のメガネをかけて視聴する方法とがある。裸眼で視聴する方法と
して、例えば、パララックスバリア方式やレンティキュラ方式がある。裸眼で視聴する方
式の問題点として、パララックスバリア方式では視聴するための位置が限定されたりバリ
アが目障りだったりする。一方、レンティキュラ方式では解像度が著しく低下したり、や
はりレンズが目障りだったりする、というようなことが一般に知られている。
【０００５】
　上記したような専用のメガネをかけて視聴する方法としては、特許文献１に開示されて
いるように、テレビに特殊なフィルムを貼り付けて偏向メガネをかけて視聴する方法や、
特許文献２や特許文献３に開示されているように、液晶シャッターメガネをかけて視聴す
る方法が知られている。
【０００６】
　また、映像再生装置から映像表示装置へ３Ｄ映像表示可能な映像信号を伝送する規格と
して、ＨＤＭＩ（High Definition Multimedia Interface）　Ｖｅｒ１．４が規定されて
いる。ＨＤＭＩ　Ｖｅｒ１．４では、著作権保護のため、ＨＤＭＩで映像／音声信号を伝
送する場合に用いる著作権保護規格であるＨＤＣＰで規定されたアルゴリズムに基づき、
映像信号を送出する側の機器（「送出側機器」）と映像を受信する側の機器（「受信側機
器」）との間で、相互認証及び暗号鍵の生成を行う。送出側機器は、この時に生成された
暗号鍵で映像データを暗号化し、映像信号として伝送路上に送出する。受信側機器は、こ
の時生成された暗号鍵で、受信した映像信号を復号し、映像を表示する。
【０００７】
　ＨＤＭＩは、送出側機器が送信する映像信号のフォーマットを、立体視可能な映像の映
像信号（３Ｄ映像信号）を送信するためのフォーマットと２Ｄ映像信号を送信するための
フォーマットとの間で切り換える時に、上記相互認証を実行することを義務付けている。
よって、映像再生装置が、ＨＤＭＩ　Ｖｅｒ１．４で映像表示装置へ映像信号を伝送する
場合、例えば、伝送される映像信号が３Ｄ映像信号から２Ｄ映像信号に切り換えられる時
、あるいは、２Ｄ映像信号から３Ｄ映像信号へ切り換えられる時には、伝送される映像信
号のフォーマットの変更に伴い相互認証が実行される。
【０００８】
　以下、映像再生装置から映像表示装置に対して送出される映像信号が３Ｄ映像信号から
２Ｄ映像信号に切り換わる時に従来の映像再生装置がする動作について説明する。図１４
は従来の映像再生装置において、３Ｄ映像を再生中に、２Ｄ映像の再生に切り換えたとき
に映像再生装置がする処理のフローチャートである。
【０００９】
　映像再生装置は、３Ｄ映像ストリーム信号からなる３Ｄコンテンツの映像を３Ｄ映像信
号として出力し、映像表示装置は、当該３Ｄ映像信号に基づいて３Ｄ映像を表示する（Ｓ
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１０１）。この時、映像再生装置の映像信号出力部と映像表示装置の入力部との間のＨＤ
ＭＩインターフェースのモード（機器間の伝送路上のフォーマット）は３Ｄ映像信号用の
フォーマットである。
【００１０】
　図１５（ａ）に、ステップＳ１０１において３Ｄ映像信号が送出される際に使用される
フォーマットを示す。フォーマット＠Ｓ１０１に示すように、３Ｄ映像信号用のフォーマ
ットでは、例えば、左目映像（Ｌ　ｏｄｄ、Ｌ　ｅｖｅｎ）と右目映像（Ｒ　ｏｄｄ、Ｒ
　ｅｖｅｎ）とが交互に送出される。
【００１１】
　図１４に戻り、ステップＳ１０２において、映像再生装置は、ユーザがリモコン等を用
いてコンテンツを２Ｄ映像表示させる旨の指示を行ったかを判断する。より具体的には、
リモコン信号受信部が受信した信号の内容が制御部（例えば、ＣＰＵ）へ送られ、制御部
は、当該信号に、映像表示装置にコンテンツを２Ｄ映像として表示させる旨の指示が含ま
れるかどうかを判断し、含まれると判断した場合（ステップＳ１０２における「ＹＥＳ」
）、処理はステップＳ１０３へ移行する。
【００１２】
　ステップＳ１０３において、制御部は、ＡＶ処理部（デコーダ等）に対し、映像信号の
出力の停止を指示し、かつ、出力部についてＨＤＭＩインタフェース（Ｉ／Ｆ）の再認証
処理を行う。より具体的には、制御部は、出力部に対しＨＤＭＩインターフェースの映像
信号のフォーマットを２Ｄ映像信号用のフォーマットへ切り換えるよう指示を出す。出力
部は、該出力部と映像表示装置の入力部との間のＨＤＭＩインターフェースの再認証及び
ＨＤＭＩインターフェースのフォーマットの切り換え処理を実行する。
【００１３】
　この時、ＨＤＭＩインターフェースの再認証の処理には数秒の時間を要する。また、映
像表示装置にあっては、映像再生装置からの映像信号の出力が停止されているため、黒画
面表示（「ブラックアウト」とも称する。）、もしくは、相互認証が始まる直前に受信し
た映像の継続表示（「画面フリーズ」とも称する。）が発生する。
【００１４】
　制御部が、ＨＤＭＩインターフェースの再認証及びフォーマットの切り換え処理の終了
と、２Ｄ映像信号用のフォーマットへの切り換えの完了とを検出した場合（ステップＳ１
０４における「ＹＥＳ」）、制御部は、ＡＶ処理部に対し、２Ｄ映像信号の出力を指示し
、処理はステップＳ１０５へ遷移する。
【００１５】
　２Ｄ映像信号出力指示を受けたＡＶ処理部は、２Ｄ映像信号を出力部へ出力し、出力部
は、映像表示装置に対し２Ｄ映像信号用のフォーマットで２Ｄ映像信号を送出し、映像表
示装置は２Ｄ映像を表示する（Ｓ１０５）。
【００１６】
　図１５（ｂ）に、ステップＳ１０５において２Ｄ映像信号が送出される際に使用される
フォーマットを示す。フォーマット＠Ｓ１０５に示すように、２Ｄ映像信号用のフォーマ
ットでは、例えば、左目映像（Ｌ　ｏｄｄ、Ｌ　ｅｖｅｎ）のみが送出される。
【００１７】
　このように、映像再生装置が出力する映像信号が３Ｄ映像信号から２Ｄ映像信号（ある
いは２Ｄ映像信号から３Ｄ映像信号）に切り換わる際、映像再生装置と映像表示装置との
間の相互認証のために数秒の時間を必要とする。相互認証が完了するまでの数秒間は、映
像表示装置は、映像信号を受信できないため、ブラックアウトしたり、画面フリーズが発
生したりすることとなり、ユーザは相互認証の開始から完了までの期間の映像を見逃して
しまうことになる。
【００１８】
　よって、映像再生装置が送出する映像信号に基づいて映像表示装置がＨＤＭＩに準じて
映像を表示する場合、立体映像表示（３Ｄ表示）と非立体映像表示（２Ｄ表示）の切り換
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えには、（認証処理を含んだ）様々な処理が必要であり、結果として、切り換えはスムー
ズとは言い難い。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１９】
【特許文献１】特許第３７９６４１４号公報
【特許文献２】特開平６－２５４０４６号公報
【特許文献３】特開平７－３３６７２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２０】
　上記従来技術における課題に鑑み、本発明は、立体映像表示（３Ｄ表示）と非立体映像
表示（２Ｄ表示）との間の切り換えをスムーズに行うことができる装置を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　本発明の一態様は、立体映像表示を可能とする３Ｄ映像信号または非立体映像表示を可
能とする非３Ｄ映像信号を映像表示装置へ出力可能な映像再生装置であって、コンテンツ
のデータを入力し、コンテンツの第１映像を、コンテンツに含まれるオフセット情報に応
じたオフセット量に基づいて、コンテンツの第２映像に対して位置合わせして重畳するこ
とによりコンテンツの映像信号を構成するＡＶ処理部と、ＡＶ処理部で構成された映像信
号を出力する出力部と、コンテンツの映像表示を、３Ｄ表示とするか非３Ｄ表示とするか
を指示する情報を受け付ける入力部と、を有し、出力部が、第１映像がオフセット情報に
応じたオフセット量に基づいて第２映像に重畳されて構成された映像信号を出力している
際に、入力部が、コンテンツの映像表示を非３Ｄ表示にする指示を受け付けた場合、ＡＶ
処理部は、オフセット量を時間的に変化しない一定値に固定し、一定値のオフセット量に
基づいて、第１映像を、第２映像に対して位置合わせして重畳することにより映像信号を
構成し、出力部は、映像信号を出力する、映像再生装置である。
【００２２】
　本発明の一態様においては、コンテンツの第２映像は、左目用の映像である左目映像、
および、右目用の映像である右目映像を含み、受付部が受け付けた情報が非３Ｄ表示を示
す場合、ＡＶ処理部は、左目映像および右目映像のいずれか一方のみを用いて映像信号を
構成して出力することが好ましい。
【００２３】
　本発明の一態様においては、コンテンツのデータには、グラフィクス・データを含んだ
付加情報が含まれ、ＡＶ処理部デコーダ部は、付加情報から第１映像を生成することが好
ましい。
【００２４】
　本発明の一態様においては、コンテンツのデータには、テキスト・データを含んだ付加
情報が含まれ、ＡＶ処理部は、付加情報から第１映像を生成することが好ましい。
【００２５】
　本発明の一態様においては、コンテンツのデータには、３Ｄ表示用付加情報と非３Ｄ表
示用付加情報が含まれ、受付部が受け付けた情報が非３Ｄ表示を示す場合、ＡＶ処理部は
、非３Ｄ表示用付加情報から第１映像を生成することが好ましい。
【００２６】
　本発明の別の一態様は、コンテンツのデータを入力し、コンテンツの第１映像を、コン
テンツに含まれるオフセット情報に応じたオフセット量に基づいて、コンテンツの第２映
像に対して位置合わせして重畳することによりコンテンツの映像信号を構成するデコーダ
部と、オフセット量を時間的に変化しない一定値に固定するオフセット固定部と、コンテ
ンツの映像表示に関する指示を受け付けて、当該指示にもとづいて、デコーダ部に対し、
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オフセット情報に応じたオフセット量を用いるか、一定値のオフセット量を用いるかを指
示する３Ｄ／非３Ｄ指示部と、デコーダ部が構成した映像信号を出力する信号出力部と、
を有し、信号出力部が、前記第１映像がオフセット情報に応じたオフセット量に基づいて
第２映像に重畳されて構成された映像信号を出力している際に、３Ｄ／非３Ｄ指示部が、
コンテンツの映像表示を非３Ｄ表示にする指示を受け付けた場合、デコーダ部は、一定値
のオフセット量に基づいて、第１映像を、第２映像に対して位置合わせして重畳すること
により映像信号を構成し、信号出力部は、映像信号を出力する、半導体装置である。
【００２７】
　本発明のさらに別の一態様は、立体映像表示を可能とする３Ｄ映像信号または非立体映
像表示を可能とする非３Ｄ映像信号を映像表示装置へ出力可能な映像再生装置において映
像信号を構成し出力する方法であって、ＡＶ処理部が、コンテンツのデータを入力するス
テップと、ＡＶ処理部が、コンテンツの第１映像を、コンテンツに含まれるオフセット情
報に応じたオフセット量に基づいて、コンテンツの第２映像に対して位置合わせして重畳
することによりコンテンツの映像信号を構成するステップと、出力部が、ＡＶ処理部で構
成された映像信号を出力するステップと、入力部が、コンテンツの映像表示を、３Ｄ表示
とするか非３Ｄ表示とするかを指示する情報を受け付けるステップと、受け付けるステッ
プにおいて入力部がコンテンツの映像表示を非３Ｄ表示にする指示を受けた場合、ＡＶ処
理部が、当該指示を受けて、オフセット量を時間的に変化しない一定の所定値に固定し、
一定値のオフセット量に基づいて、第１映像を、第２映像に対して位置合わせして重畳す
ることにより映像信号を構成して、出力部が、映像信号を出力するステップと、を有する
、映像再生装置において映像信号を構成し出力する方法である。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明の一態様による映像再生装置によれば、立体映像表示（３Ｄ表示）と非立体映像
表示（２Ｄ表示）との間の切り換えをスムーズに行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】実施の形態による映像再生装置を備えた３Ｄ映像再生表示システムの構成図
【図２】実施の形態による映像表示装置の構成図
【図３】実施の形態による映像再生装置の構成図
【図４】実施の形態による映像再生装置における立体映像表示と非立体映像表示との切換
処理のフローチャート
【図５】実施の形態による映像再生装置がＨＤＭＩ　Ｖｅｒ１．４に準じたフォーマット
で送出する立体映像表示用映像信号および非立体映像表示用映像信号の模式図
【図６】実施の形態２による映像再生装置における特別再生用立体／非立体映像表示切換
処理のフローチャート
【図７】実施の形態３による映像再生装置におけるコンテンツ変更時立体／非立体映像表
示切換処理のフローチャート
【図８】実施の形態１～４による映像再生装置の第２のＡＶ処理部の詳細ブロック図
【図９】立体映像におけるデプスを説明する概念図
【図１０】映像に重畳される付加情報のオフセット量を説明する図
【図１１】プレーン合成モデルを説明する図
【図１２】実施の形態５による映像再生装置におけるオフセット量調整処理のフローチャ
ート
【図１３】実施の形態５による映像再生装置の第２のＡＶ処理部の詳細ブロック図
【図１４】従来技術による映像再生装置の３Ｄ／２Ｄ切換処理のフローチャート
【図１５】従来技術による映像再生装置が送出する３Ｄ映像信号および２Ｄ映像信号の模
式図
【発明を実施するための形態】
【００３０】
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　以下、実施の形態について、詳細に説明する。
【００３１】
　実施の形態において、「３Ｄ映像信号」とは、映像表示装置において立体映像表示（３
Ｄ映像表示）可能な映像信号を指す。また、「２Ｄ映像信号（非３Ｄ映像信号）」とは、
映像表示装置において非立体映像表示（２Ｄ映像表示）可能な映像信号を指す。
【００３２】
　実施の形態において、「３Ｄ映像出力モード」とは、映像再生装置から映像表示装置に
対して、たとえば、１フレーム分の映像信号として、左目映像（左目用の映像）と右目映
像（右目用の映像）とを出力する出力モードである（図１５（ａ）参照。）。また、映像
再生装置と映像表示装置とを結ぶ伝送路において当該「３Ｄ映像出力モード」で映像信号
を伝送することに適合した映像信号のフォーマットを３Ｄ映像出力モード用のフォーマッ
トと称する。映像表示装置は、３Ｄ映像出力モードのフォーマットで送られてきた映像信
号を受信することにより、１フレーム分の映像信号から、１フレームを構成する映像とし
て左目映像および右目映像を表示することができる。一方、「２Ｄ映像出力モード」とは
、１フレーム分の映像信号に単一の映像を有する通常の映像信号を出力する出力モードで
ある（図１５（ｂ）参照。）。映像表示装置は、２Ｄ映像出力モードのフォーマットで送
られてきた映像信号を受信することにより、１フレーム分の映像信号から、１フレームを
構成する映像として単一の映像を再生することができる。
【００３３】
　実施の形態においては、映像表示装置は、１フレーム分の映像として複数の映像（左目
映像と右目映像）を表示することにより立体映像を表示するように動作する映像表示モー
ド（「３Ｄ表示モード」）と、１フレーム分の映像として単一の映像を表示することによ
り非立体映像を表示するように動作する映像表示モードを「２Ｄ（非３Ｄ）表示モード」
と、を有する。映像表示装置は、３Ｄ表示モードにあっては、たとえば、１フレーム分の
映像として左目映像および右目映像を表示するように動作することができ、２Ｄ表示モー
ドにあっては、たとえば、１フレーム分の映像として単一の映像を表示するように動作す
ることができる。
【００３４】
　（実施の形態１）
　本実施の形態は、放送波、光ディスク、ハードディスク、といった媒体（映像ソース）
に含まれる映像データに基づいて映像信号を構成して映像表示装置へ送出する映像再生装
置である。本実施の形態にかかる装置は、映像表示装置において立体映像表示可能な映像
信号（３Ｄ映像信号）、および、非立体（２Ｄ）映像表示可能な映像信号（２Ｄ映像信号
）を該映像表示装置へ送出することができ、かつ、映像表示装置における立体映像表示と
非立体映像表示との間の切換えをスムーズに完了させることができる、映像再生装置であ
る。
【００３５】
　本実施の形態による映像再生装置は、３Ｄコンテンツを、映像表示装置において３Ｄ表
示モードで再生中に、当該映像表示モードを２Ｄ表示モードに切り換える指示を受け取る
と、３Ｄ映像を構成する２つの映像（左目映像と、それに対応する右目映像）のいずれか
一方の映像のみで３Ｄ映像信号を構成して該３Ｄ映像信号を、３Ｄ映像信号用の出力モー
ドで映像表示装置に対して出力することができる。そして、このようにして構成された３
Ｄ映像信号を受けた映像表示装置は、３Ｄ表示モードで継続して動作し、当該３Ｄ映像信
号に基づき映像を表示することで、３Ｄコンテンツを２Ｄ表示することが可能となる。こ
のようにすることで、本映像再生装置は、従来必要であった映像再生装置と映像表示装置
との間の相互認証をすることなく、映像表示装置における映像表示を３Ｄ映像表示から２
Ｄ映像表示に切り換えることができる。このような構成により、本映像再生装置は、映像
表示装置における立体映像表示（３Ｄ表示）と非立体映像表示（２Ｄ表示）との間の切り
換えをスムーズに行うことが可能になっている。
【００３６】
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　１．３Ｄ映像再生表示システムの構成
　実施の形態１による映像再生装置について、図１～５を用いて説明する。図１は、実施
の形態１による映像再生装置１２を備えた３Ｄ映像再生表示システムの全体構成図である
。図１において、映像表示装置１１は、３Ｄ映像を表示するディスプレイなどの表示装置
である。映像再生装置１２は、光ディスク等の記憶媒体、インターネット等のネットワ－
ク、および、放送波などから映像信号を受け取り、３Ｄ映像信号を構成して出力する装置
である。立体メガネ１３は、映像表示装置１１が表示する３Ｄ映像を左目映像と右目映像
に分離する液晶シャッタを備えた偏光メガネである。
【００３７】
　図２は、実施の形態１における映像表示装置１１の構成図である。映像表示装置１１の
第１の入出力部１０１は、図１の映像再生装置１２の出力を受けることができる。第１の
入出力部１０１は、ＨＤＭＩ（High Definition Multimedia Interface）　Ｖｅｒ１．４
対応の信号入力部などで構成されればよい。第１のＡＶ処理部１０２は、第１の入出力部
１０１の出力を受けて映像及び音声信号を処理して表示部１０３を駆動するための駆動信
号を生成する。表示部１０３は、第１のＡＶ処理部１０２の出力を受けて３Ｄ映像を表示
する。第１のリモコン信号受信部１０４は、ユーザが操作する映像表示装置用リモコンの
信号を受け付ける。送信部１０５は、第１のＡＶ処理部１０２の出力に応じて、図１の立
体メガネ１３に対して、左目映像（Ｌ）或いは右目映像（Ｒ）のどちらの映像を遮断する
かを切り換える同期信号を送信する。この同期信号は、一般的には、赤外線信号などを使
って送信される。
【００３８】
　図３は、実施の形態１における映像再生装置１２の構成を示す。図３において、ディス
ク２００は、３Ｄ映像ストリーム信号等を記録する光ディスクやＨＤＤなどの記録媒体で
あればよい。ディスク２００には、例えば、ビデオ映像、グラフィックス映像、字幕映像
などの映像データ及び音声データが、圧縮されたストリーム信号として記録されている。
ディスク２００には、３Ｄコンテンツが記録されている場合もありうるし、２Ｄコンテン
ツが記録されている場合もありうる。ディスクドライブ部２０１は、ディスク２００に記
録されたストリーム信号を読み出す。アンテナ２０６は、放送電波を受信するためのアン
テナである。チューナ２０７は、アンテナ２０６で受信された放送電波をデジタルの映像
ストリーム信号（ビデオ、音声、グラフィックス、字幕など）に変換する復調器であれば
よい。チューナ２０７で復調されるコンテンツは、３Ｄ映像のストリームであっても良い
し、２Ｄ映像のストリームであってもよい。
【００３９】
　第２のＡＶ処理部２０２は、ディスクドライブ部２０１やチューナ２０７から得られた
映像ストリーム信号を映像データへ変換する。映像ストリームが３Ｄ映像のストリームで
あれば、第２のＡＶ処理部２０２は、左目映像及び右目映像が多重化された３Ｄ映像信号
を出力する。第２の入出力部２０３は、第２のＡＶ処理部２０２から受けた３Ｄ映像信号
を図１の映像表示装置１１に出力する。第２の入出力部２０３は、ＨＤＭＩ　Ｖｅｒ１．
４対応の信号出力部などで構成されればよい。通常、３Ｄ映像信号を出力する場合には、
表示装置１１の第１の入出力部１０１との間の伝送路上のフォーマットは３Ｄ映像信号用
の出力モードで出力される。また、２Ｄ映像信号を出力する場合には、映像表示装置１１
の第１の入出力部１０１との間の伝送路上のフォーマットは２Ｄ映像信号用の出力モード
で出力されてよい。なお、第２の入出力部２０３は、出力部としてのみならず、映像表示
装置１１の出力を受信する入力部としても機能することができる。
【００４０】
　第２のリモコン信号受信部２０５は、ユーザが操作する映像再生装置用リモコンの信号
による映像再生装置１２に対する制御指示を受信する。ＣＰＵ２０４は、第２のリモコン
信号受信部２０５から受けたユーザ操作指令を受けて、ディスクドライブ部２０１、第２
のＡＶ処理部２０２、第２の入出力部２０３、チューナ２０７等を制御する。
【００４１】
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　このように構成されたシステムにおいて、映像再生装置１２は、ユーザのリモコン操作
に応じて、記録媒体やネットワーク、放送等から３Ｄビデオストリームを読み出して再生
し、左目映像の映像信号と右目映像の映像信号を多重化して図１の映像表示装置１１に出
力する。映像表示装置１１は、入力した左目映像と右目映像とをディスプレイ上で時分割
表示し、この時、時分割の切り換えタイミングを、赤外線による同期信号として図１の立
体メガネ１３へ伝える。立体メガネ１３は、映像表示装置１１から受けた同期信号に応じ
て液晶シャッタの透過率を切換え、メガネの左目側或いは右目側の何れかの視野を交互に
遮断することにより、左目映像を左目だけに提示し、また右目映像を右目だけに提示する
。このようにして３Ｄ立体視が実現される。
【００４２】
　２．３Ｄ－２Ｄ映像表示切り換え動作
　次に、図４および図５を参照し、実施の形態１による映像再生装置がする３Ｄ映像再生
と２Ｄ映像再生との間の切り換え動作について説明する。
【００４３】
　本映像再生装置１２は、コンテンツが３Ｄ映像ストリームからなる３Ｄコンテンツであ
っても、２Ｄ映像として映像表示装置１１に表示させることが可能である。そして、ユー
ザは、リモコン等の指示手段を用いて、第２のＡＶ処理部２０２が再生するコンテンツの
映像について、３Ｄ映像表示から２Ｄ映像表示に切り換える指示を映像再生装置１２に送
ることができる。図４は、映像再生装置１２が映像表示モードを３Ｄ－２Ｄ間で切り換え
る指示を受け取った場合に、映像再生装置１２がする処理のフローチャートである。
【００４４】
　映像再生装置１２は、映像表示モードが３Ｄ表示モードである場合、３Ｄコンテンツの
３Ｄ映像ストリーム信号から３Ｄ映像信号を構成し、当該３Ｄ映像信号を３Ｄ映像信号用
の出力モードで、つまり３Ｄフォーマットで出力し、映像表示装置１１は、当該３Ｄ映像
信号に基づいて３Ｄ映像を表示する（Ｓ２０１）。この時、映像再生装置１２の第２の入
出力部２０３と映像表示装置１１の第１の入出力部１０１との間のＨＤＭＩインターフェ
ースのモード（機器間の伝送路上のフォーマット）は３Ｄ映像信号用の出力モードである
。
【００４５】
　図５（ａ）に、ステップＳ２０１のように、コンテンツの映像表示モードが３Ｄ表示モ
ードである場合にコンテンツの３Ｄ映像信号の送出に使用されるフォーマットを示す。フ
ォーマット＠Ｓ１０１に示すように、３Ｄ映像信号用の出力モードでは、例えば、左目映
像（Ｌ　ｏｄｄ、Ｌ　ｅｖｅｎ）と右目映像（Ｒ　ｏｄｄ、Ｒ　ｅｖｅｎ）とが交互に送
出される。
【００４６】
　その後、映像再生装置１２は、ユーザからリモコン等を通じてコンテンツの映像表示モ
ードを２Ｄ表示モードに切り換える旨の指示を受け取ったか否かを判断する（Ｓ２０２）
。より具体的には、第２のリモコン信号受信部２０５が受信した信号の内容がＣＰＵ２０
４へ送られ、ＣＰＵ２０４は、当該信号に、コンテンツの映像表示モードを３Ｄ表示モー
ドから２Ｄ表示モードへ切り換える旨の指示が含まれるか否かを判断し、含まれると判断
した場合（ステップＳ２０２における「ＹＥＳ」）、処理はステップＳ２０３へ移行する
。
【００４７】
　なお、ステップＳ２０２で判断される指示は、リモコン等を介して映像再生装置１２へ
入力されることとしているが、当該指示はリモコン以外の手段によって映像再生装置１２
へ入力されてもよい。例えば、当該指示は、映像表示装置用リモコンから映像表示装置１
１を介して映像再生装置１２へ入力されてもよい。
【００４８】
　映像再生装置１２がコンテンツの映像表示モードを３Ｄ表示モードから２Ｄ表示モード
へ切り換える旨の指示を受信した場合、ＣＰＵ２０４は、第２のＡＶ処理部２０２に対し
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、３Ｄ映像信号用の出力モードのフォーマットで映像表示装置１１へ出力可能でありかつ
そのようにして出力された映像信号が映像表示装置１１によって表示された場合に２Ｄ（
非立体）映像として表示されるような映像信号を、３Ｄ映像ストリーム信号から構成する
よう指示を送る（Ｓ２０３）。そのような映像信号は、例えば、左目映像とそれに対応す
る右目映像とが多重化されて構成されており、多重化された左目映像とそれに対応する右
目映像とに視差が含まれないような映像信号であればよい。例えば、多重化された左目映
像とそれに対応する右目映像とが同じであればよい。以下に本ステップにおける映像信号
の出力にかかるフォーマットについて詳述する。
【００４９】
　再度図５（ｂ）に、映像再生装置１２が、３Ｄ映像信号用の出力モードのフォーマット
で非立体（２Ｄ）映像信号を出力する際に用いるフォーマットの例（フォーマット＠Ｓ２
０３）を示す。
【００５０】
　フォーマット＠Ｓ２０３は、フォーマット＠Ｓ１０１との比較において、時分割的に出
力される映像の内容が異なっており、その他の点において同一であってよい。つまり、フ
ォーマット＠Ｓ２０３では、ＨＤＭＩ　Ｖｅｒ１．４に準じた３Ｄ映像信号用の出力モー
ドのフォーマットで、左目映像あるいは右目映像のみが出力される。
【００５１】
　すなわち、フォーマット＠Ｓ１０１では、送信される映像信号は「Ｌ　ｏｄｄ」「Ｒ　
ｏｄｄ」「Ｌ　ｅｖｅｎ」「Ｒ　ｅｖｅｎ」であったのに対し、フォーマット＠Ｓ２０３
では、送信される映像信号は「Ｌ　ｏｄｄ」「Ｌ　ｏｄｄ」「Ｌ　ｅｖｅｎ」「Ｌ　ｅｖ
ｅｎ」のように、左目映像（Ｌ）のみ（あるいは、右目映像（Ｒ）のみ）が送信される。
【００５２】
　第２の入出力部２０３は、ステップＳ２０１ではフォーマット＠Ｓ１０１のようなフォ
ーマットで３Ｄ表示モードのための映像信号を出力し、そして、ステップＳ２０３ではフ
ォーマット＠Ｓ２０３のようなフォーマットで２Ｄ表示モードのための非３Ｄ（２Ｄ）映
像信号を出力する。このとき、第２のＡＶ処理部２０２は以下のように動作する。
【００５３】
　すなわち、ステップＳ２０１では、第２のＡＶ処理部２０２は、３Ｄ映像信号用の出力
モードで３Ｄ映像信号を出力するために、第２の入出力部２０３に対し左目映像（Ｌ）と
右目映像（Ｒ）を出力する。具体的には、「Ｌ　ｏｄｄ」「Ｒ　ｏｄｄ」「Ｌ　ｅｖｅｎ
」「Ｒ　ｅｖｅｎ」を出力する。
【００５４】
　一方、ステップＳ２０３では、３Ｄ映像信号用の出力モードのまま映像信号を第２の入
出力部２０３から出力可能でありかつ当該映像信号に基づいて映像表示装置１１が映像を
表示した場合に非立体（２Ｄ）映像として表示されるように、第２のＡＶ処理部２０２は
、左目映像（Ｌ）のみを選択的に第２の入出力部２０３へ出力する。具体的には、「Ｌ　
ｏｄｄ」「Ｌ　ｏｄｄ」「Ｌ　ｅｖｅｎ」「Ｌ　ｅｖｅｎ」を出力する。
【００５５】
　このように、ステップＳ２０３では、映像再生装置１２は、３Ｄ映像信号用の出力モー
ドのフォーマットにおいて右目映像（Ｒ）が送出されるべきタイミングにも、左目映像（
Ｌ）を送出する。そうすることで、ユーザには左右どちらの目にも同一の映像が提示され
ることとなり、その結果として、視差が無くなり、ユーザは映像表示装置１１に表示され
る映像を非３Ｄ（２Ｄ）映像として認識する。
【００５６】
　そうすることで、映像再生装置１２では、第２のＡＶ処理部２０２は、ＨＤＭＩの映像
信号出力モードを変更すること無く、つまり、３Ｄ映像信号用の出力モードのフォーマッ
トで、ユーザが２Ｄ映像として見ることができる映像信号を映像表示装置１１に対して送
出する。
【００５７】
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　なお、本実施の形態では第２のＡＶ処理部２０２は左目映像（Ｌ）のみを選択して出力
しているが、右目映像（Ｒ）のみを選択的に出力してもよい。
【００５８】
　つまり、実施の形態１の映像再生装置１２は、第２のＡＶ処理部２０２と、第２の入出
力部２０３と、リモコン信号受信部２０５と、を有する。ここで、第２のＡＶ処理部２０
２は、立体（３Ｄ）コンテンツの映像ストリーム信号を受けて、当該立体（３Ｄ）コンテ
ンツの３Ｄ表示モード用の映像信号および２Ｄ表示モード用の映像信号を構成することが
できる。第２のＡＶ処理部２０２が構成する３Ｄ表示モード用の映像信号および２Ｄ表示
モード用の映像信号はいずれも、３Ｄ映像信号用の出力モード（ＨＤＭＩインターフェー
スのモード）で認証された伝送路を介して映像表示装置へ出力可能なフォーマットを備え
ている。つまり、３Ｄコンテンツの３Ｄ映像ストリーム信号に基づき第２のＡＶ処理部２
０２が構成する２Ｄ表示モード用の映像信号は、ユーザの左目に提示される映像と、当該
映像に対応しユーザの右目に提示される映像とを含み、両映像は視差を含まない。つまり
、映像表示装置１１が２Ｄ表示モード用の映像信号を表示した場合、映像は２Ｄ映像とし
て表示される。また、第２の入出力部２０３は、映像表示装置１１と接続され映像表示装
置１１に映像信号を伝送可能な伝送路に接続可能であり、当該伝送路は、映像表示装置１
１に入力される映像信号のフォーマットが切り換える際に映像表示装置１１との間で相互
認証を行うことを要求する伝送路であってよい。また、第２のリモコン信号受信部２０５
は、ユーザがリモコンに対して入力した指示内容を受信することができる。第２のＡＶ処
理部２０２は、機器間の伝送路上のフォーマットが立体（３Ｄ）映像フォーマットで認証
されている際に第２のリモコン信号受信部２０５が映像表示モードを３Ｄ表示モードから
２Ｄ表示モードへ切り換える旨の指示を受信した場合、立体（３Ｄ）コンテンツの映像ス
トリーム信号から、機器間の伝送路上のフォーマットとして立体（３Ｄ）映像フォーマッ
トで送出可能でありかつ映像表示装置１１に表示させた場合には非立体（２Ｄ）映像とし
て表示される（ユーザに認識される）非立体（２Ｄ）映像信号にデコードして出力する。
【００５９】
　言い換えれば、本実施の形態による映像再生装置１２は、映像表示装置１１に対し、映
像表示装置１１との間の伝送路のフォーマット（ＨＤＭＩインターフェースのモード）と
して３Ｄ映像信号用の出力モードに対応したフォーマットを用いて、３Ｄ映像信号、およ
び、非３Ｄ（２Ｄ）映像信号を出力することが可能である。映像再生装置１２においては
、３Ｄ映像信号出力および非３Ｄ（２Ｄ）映像信号出力の切り換えは、映像再生装置１２
のリモコン等の指示手段からの指示を受信して当該指示に従って行うことができる。また
、映像再生装置１２は、上記３Ｄ／非３Ｄ（２Ｄ）映像信号出力の切り換えを、映像再生
装置１２のリモコン以外からの指示に従って行うこともできる。例えば、映像再生装置１
２は、映像表示装置１１のリモコンからの指示を、映像表示装置１１および伝送路（ＨＤ
ＭＩ　インタフェース）を介して受け取り、当該指示に従って上記３Ｄ／非３Ｄ（２Ｄ）
映像信号出力の切り換えを行うことが可能である。
【００６０】
　実施の形態１の映像再生装置１２は、立体映像表示を可能とする３Ｄ映像信号または非
立体映像表示を可能とする非３Ｄ映像信号（２Ｄ映像信号）を映像表示装置１１へ出力可
能な映像再生装置であって、コンテンツのデータを入力し、コンテンツのデータから、３
Ｄ映像信号または非３Ｄ映像信号を構成する第２のＡＶ処理部２０２と、第２のＡＶ処理
部２０２で構成された３Ｄ映像信号または非３Ｄ映像信号を、立体映像表示用の映像信号
を出力するためのフォーマットである３Ｄ映像出力フォーマットにしたがい、映像表示装
置１１へ出力する第２の入出力部２０３と、ユーザが入力する指示を受け付ける第２のリ
モコン信号受信部２０５と、を有し、第２の入出力部２０３が３Ｄ映像信号を３Ｄ映像出
力フォーマットにしたがい出力している際に、第２のリモコン信号受信部２０５が、コン
テンツの映像表示を非３Ｄ表示にする指示を受け付けた場合、第２のＡＶ処理部２０２は
、コンテンツのデータから、非３Ｄ映像信号を構成し、第２の入出力部２０３は、非３Ｄ
映像信号を映像表示装置へ３Ｄ映像出力モードにしたがい出力する。
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【００６１】
　以上のように、本実施の形態による映像再生装置１２によれば、ユーザから３Ｄ映像表
示を２Ｄ映像表示に切り換える指示を受けた場合であっても、ＨＤＭＩインターフェース
のフォーマット変更に起因する再認証を行わないため、該再認証に起因する映像の途切れ
を防止することができる。従って、ユーザは３Ｄコンテンツの映像表示モードを３Ｄ映像
表示モードから２Ｄ映像表示モードに切り換えた場合であっても、ＨＤＭＩインターフェ
ースの再認証に起因する映像の途切れ無しにコンテンツを視聴することができる。
【００６２】
　なお、映像再生装置１２によれば、３Ｄ表示から２Ｄ表示に切り換える際に、当該切り
換えのための処理を一切必要としない。そうすることで、映像再生装置１２は、当該切り
換えのためのあらゆる種類の処理に起因する映像の途切れ無しにコンテンツを再生するこ
とができる。
【００６３】
　（実施の形態２）
　次に、実施の形態２の映像再生装置ついて説明する。実施の形態２の映像再生装置は、
実施の形態１の映像再生装置と同等の構成および機能を有し、さらに、映像の早送りや早
戻し等の特殊再生に関し、以下の動作を行う。
【００６４】
　３Ｄ映像のコンテンツを再生している時に、早送り・早戻しなどの特殊再生を３Ｄ映像
のまま行うと、眼精疲労などユーザに疲労感を与える場合がある。
【００６５】
　これを防ぐため、実施の形態２による映像再生装置では、３Ｄ映像のコンテンツを、映
像表示装置において３Ｄ表示モードで再生している際に上記の特殊再生をする場合には、
特殊再生実行中は自動的に映像表示を２Ｄ表示に切り換えて特殊再生を行う。言うまでも
なく、当該自動的表示切換においても、立体映像表示（３Ｄ表示）と非立体映像表示（２
Ｄ表示）との間の切り換えはスムーズに行われる。
【００６６】
　図６は、映像再生装置１２が、３Ｄ映像ストリーム信号を含んだコンテンツを３Ｄ表示
モードで通常再生している際に特殊再生を行う場合に、当該コンテンツの映像表示を２Ｄ
表示に自動的に切り換えて特殊再生を行うための処理に関するフローチャートである。
【００６７】
　映像再生装置１２は、３Ｄコンテンツの３Ｄ映像ストリーム信号から３Ｄ映像信号を構
成し、図５（ａ）のフォーマット＠Ｓ１０１のような３Ｄフォーマットで出力し、映像表
示装置１１は、当該３Ｄ映像信号に基づいて３Ｄ映像を表示する（Ｓ３０１）。この時、
映像再生装置１２の第２の入出力部２０３と映像表示装置１１の第１の入出力部１０１と
の間のＨＤＭＩインターフェースのモード（機器間の伝送路上のフォーマット）は３Ｄ映
像信号用の出力モード（３Ｄフォーマット）である。
【００６８】
　映像再生装置１２は、３Ｄ映像再生中にユーザからの特殊再生の指示を受信したか否か
を判断する（Ｓ３０２）。具体的には、第２のリモコン信号受信部２０５でリモコンの送
出した信号を受信し、受信した信号の内容をＣＰＵ２０４へ伝える。ＣＰＵ２０４は、受
信した信号が特殊再生の指示であるか否かを判断する。
【００６９】
　特殊再生の指示を受信した場合（ステップＳ３０２における「ＹＥＳ」）、ＣＰＵ２０
４は、第２のＡＶ処理部２０２に対し、３Ｄ映像用の出力モードで映像表示装置１１へ出
力可能でありかつ当該映像信号が映像表示装置１１において表示された場合に非立体（２
Ｄ）映像として表示されるように、３Ｄ映像ストリーム信号から映像信号を構成し、コン
テンツを特殊再生するよう指示を送る（Ｓ２０９）。本ステップにおいて映像信号は、例
えば、実施の形態１のステップＳ２０３と同様、図５（ｂ）のフォーマット＠Ｓ２０３の
形式で構成されればよい。
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【００７０】
　このように、ステップＳ３０３では、３Ｄ映像信号用の出力モードのフォーマットにお
いて右目映像（Ｒ）が送出されるべきタイミングにも、左目映像（Ｌ）を送出することで
、ユーザは左右どちらの目にも同一の映像を見ることとなり、その結果として、視差が無
くなり、ユーザは映像表示装置１１に特殊再生表示される映像を非３Ｄ（２Ｄ）映像とし
て認識する。このように、映像再生装置１２は、コンテンツを映像表示装置において３Ｄ
表示モードで再生中に特殊再生の指示を受信すると、映像表示を３Ｄ表示から２Ｄ表示へ
と切り換える。そのため、ユーザは、３Ｄ映像の特殊再生に起因する疲労感を覚えにくく
なる。
【００７１】
　その後、映像再生装置１２は、特殊再生中にユーザからの通常再生の指示を受信したか
否かを判断する（Ｓ３０４）。具体的には、第２のリモコン受信部２０５でユーザが操作
するリモコン等が送出した信号を受信し、受信した信号の内容をＣＰＵ２０４へ伝える。
ＣＰＵ２０４は、受信した信号が通常再生の指示であるか否かを判断する。
【００７２】
　通常再生の指示を受信した場合（ステップＳ３０４における「ＹＥＳ」）、ＣＰＵ２０
４は、第２のＡＶ処理部２０２に対し、３Ｄ映像用の出力モードで映像表示装置１１へ出
力可能でありかつ当該映像信号が映像表示装置１１において表示された場合に立体（３Ｄ
）映像として表示されるように、３Ｄ映像ストリーム信号から映像信号を構成し、コンテ
ンツを通常再生するよう指示を送る（Ｓ３０５）。本ステップにおいて映像信号は、例え
ば、実施の形態１のステップＳ１０１と同様、図５（ａ）のフォーマット＠Ｓ１０１の形
式で構成されればよい。つまり、映像再生装置１２は、ステップＳ３０５においては、ス
テップＳ３０１（Ｓ１０１）と同様にして映像信号を構成して出力する。
【００７３】
　このように、実施の形態２の映像再生装置１２は、第２のＡＶ処理部２０２と、第２の
入出力部２０３と、第２のリモコン信号受信部２０５と、を有する。ここで、第２のＡＶ
処理部２０２、第２の入出力部２０３、および、第２のリモコン信号受信部２０５は、実
施の形態１の第２のＡＶ処理部２０２、第２の入出力部２０３、および、第２のリモコン
信号受信部２０５と同等の構成および機能を有するように構成されてよい。さらに、実施
の形態２の第２のＡＶ処理部２０２は、機器間の伝送路上のフォーマットが立体（３Ｄ）
映像フォーマットで認証されている際に第２のリモコン信号受信部２０５が特殊再生の指
示を受信した場合、立体（３Ｄ）コンテンツの映像ストリーム信号を、機器間の伝送路上
のフォーマットとして立体（３Ｄ）映像フォーマットで送出可能でありかつ映像表示装置
１１に表示させた場合には非立体（２Ｄ）映像として表示される（ユーザに認識される）
非立体（２Ｄ）映像信号にデコードして出力することができる。
【００７４】
　言い換えれば、実施の形態２による映像再生装置１２は、映像表示装置１１に対し、映
像表示装置１１との間の伝送路のフォーマット（ＨＤＭＩインターフェースのモード）と
して３Ｄ映像信号用の出力モードに対応したフォーマットを用いて、３Ｄ映像信号、およ
び、非３Ｄ（２Ｄ）映像信号を出力することが可能である。３Ｄ映像信号出力および非３
Ｄ（２Ｄ）映像信号出力の切り換えは、映像再生装置１２のリモコン等の指示手段からの
通常再生／特殊再生の指示に従って自動的に行うことができる。また、映像再生装置１２
は、上記３Ｄ／非３Ｄ（２Ｄ）映像信号出力の切り換えを、映像再生装置１２のリモコン
以外からの指示に従って行うこともできる。例えば、映像再生装置１２は、映像表示装置
１１のリモコンからの指示を、映像表示装置１１および伝送路（ＨＤＭＩ　インタフェー
ス）を介して受け取り、当該指示に従って上記３Ｄ／非３Ｄ（２Ｄ）映像信号出力の切り
換えを行うことが可能である。
【００７５】
　実施の形態２の映像再生装置１２は、立体映像表示を可能とする３Ｄ映像信号または非
立体映像表示を可能とする非３Ｄ映像信号を映像表示装置へ出力可能な映像再生装置であ
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って、コンテンツのデータを入力し、コンテンツのデータから、３Ｄ映像信号または非３
Ｄ映像信号を構成する第２のＡＶ処理部２０２と、第２のＡＶ処理部２０２で構成された
３Ｄ映像信号または非３Ｄ映像信号を、立体映像表示用の映像信号を出力するためのフォ
ーマットである３Ｄ映像出力フォーマットにしたがい、映像表示装置１１へ出力する第２
の入出力部２０３と、ユーザが入力する指示を受け付ける第２のリモコン信号受信部２０
５と、を有し、第２の入出力部２０３が３Ｄ映像信号を３Ｄ映像信号出力フォーマットに
したがい出力している際に、第２のリモコン信号受信部２０５が、コンテンツを特殊再生
する指示を受け付けた場合、第２のＡＶ処理部２０２は、コンテンツのデータから、非３
Ｄ映像信号を構成し、第２の入出力部２０３は、非３Ｄ映像信号を映像表示装置１１へ３
Ｄ映像出力フォーマットにしたがい出力する。
【００７６】
　以上、本実施の形態によれば、３Ｄ映像表示での特殊再生による眼精疲労等を避けるた
め、特殊再生時には２Ｄ表示に自動的に切り換える映像再生装置において、ユーザが３Ｄ
映像の通常再生から特殊再生へ切り換えた場合及び特殊再生から３Ｄ映像の通常再生へ切
り換えた場合であっても、ＨＤＭＩインターフェースの再認証に起因する映像の途切れを
防止することができる。従って、ユーザは３Ｄ映像の通常再生から特殊再生へ切り換えた
場合であっても、ＨＤＭＩインターフェースの再認証に起因する映像の途切れ無しにコン
テンツを視聴することができ、かつ、眼に疲労感を覚えにくい。
【００７７】
　（実施の形態３）
　次に、実施の形態３による映像再生装置について説明する。実施の形態３による映像再
生装置は、実施の形態１または２による映像再生装置１２と同等の構成および機能を有し
、さらに、再生すべきコンテンツが３Ｄコンテンツと２Ｄコンテンツとの間で切り換わっ
た場合に、以下の動作を行う。
【００７８】
　放送波を受信して再生する場合、ユーザがリモコン操作等により再生すべきチャンネル
を切り換えることでコンテンツ（この場合は放送されるプログラム（番組））自体が３Ｄ
コンテンツと２Ｄコンテンツとの間で切り換わることがある。
【００７９】
　従来の映像再生装置においては、上述のような場合においても、ＨＤＭＩインターフェ
ースの再認証に起因する映像の途切れが生じる場合があった。本実施の形態による映像再
生装置は、この問題を解決し、コンテンツ自体が３Ｄと２Ｄとの間で切り換わった場合で
あっても、ＨＤＭＩインターフェースの再認証を回避してスムーズな映像再生を実現する
。
【００８０】
　図７は、映像再生装置１２が、３Ｄ放送のプログラムを受信し３Ｄ映像として再生して
いる際に再生すべきプログラムが２Ｄ放送のプログラムに切り替えられた場合に、当該２
Ｄ放送のプログラムの再生動作に関するフローチャートである。この動作は、例えば、ユ
ーザによるリモコン操作によって再生すべきチャンネルを切り換えられたときに実行され
る。
【００８１】
　映像再生装置１２は、３Ｄ放送のプログラム（３Ｄコンテンツ）を受信し、３Ｄ映像信
号を構成し、３Ｄ映像信号を映像表示装置１１へ送出し、映像表示装置１１は、当該３Ｄ
映像信号に基づいて３Ｄ映像を表示する（Ｓ４０１）。本例では、映像再生装置１２は、
放送波からコンテンツ（プログラム）を受信している。従って、映像表示装置１１が表示
する映像は、アンテナ２０６及びチューナ２０７を通じて受信したコンテンツ（プログラ
ム（番組））である。この時、映像表示装置１１の第１の入出力部１０１と映像再生装置
１２の第２の入出力部２０３との間の伝送路であるＨＤＭＩインターフェースは３Ｄ映像
信号用の出力モードで認証が既に完了している。
【００８２】
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　この時、ＨＤＭＩインターフェースに送出される映像信号の出力フォーマットの一例が
図５（ａ）に示すフォーマット＠Ｓ１０１である。フォーマット＠Ｓ１０１は右目映像（
Ｒ）と左目映像（Ｌ）を交互に送出する場合のフォーマットである。図５のフォーマット
例については、実施の形態１で説明しているので、詳細な説明を省略する。
【００８３】
　図７に戻り、３Ｄ放送のプログラム（３Ｄコンテンツ）を再生中、映像再生装置１２は
、ユーザからリモコン等を介してコンテンツ（放送プログラム）を３Ｄ放送のプログラム
（３Ｄコンテンツ）から、当該プログラムとは別のチャンネルまたは別のプログラムであ
る２Ｄ放送のプログラム（２Ｄコンテンツ）に切り換える旨の指示を受信したか否かを判
断する（Ｓ４０２）。
【００８４】
　なお、ステップＳ４０２で判断される指示は、リモコン等を介して映像再生装置１２へ
入力されることとしているが、当該指示はリモコン以外の手段によって映像再生装置１２
へ入力されてもよい。例えば、当該指示は、映像表示装置用リモコンから映像表示装置１
１を介して映像再生装置１２へ入力されてもよい。
【００８５】
　ＣＰＵ２０４は、チューナ２０７にチャンネルの切換を指示する。このとき、第２のＡ
Ｖ処理部２０２は、変更されたチャンネルのプログラムが３Ｄ放送プログラム（３Ｄコン
テンツ）であるか、２Ｄ放送プログラム（２Ｄコンテンツ（非３Ｄコンテンツ））である
かを判別する必要がある。判別方法の一例としては以下の手法が考えられる。放送コンテ
ンツは、自コンテンツデータだけではなく、自コンテンツのコンテンツ識別情報と共に放
送される。コンテンツ識別情報は自コンテンツが、３Ｄ映像（３Ｄコンテンツ）であるか
、２Ｄ映像（２Ｄコンテンツ）であるかに関する情報を含んでいる。第２のＡＶ処理部２
０２はそのコンテンツ識別情報に基づき、変更されたチャンネルが３Ｄ放送（３Ｄコンテ
ンツ）であるか、２Ｄ放送（２Ｄコンテンツ）であるかを判別する。そして、変更された
チャンネルが２Ｄ放送である場合には、Ｓ４０３の処理へ移る。
【００８６】
　映像再生装置１２は、３Ｄ放送のプログラムを再生中にユーザからリモコン等を介して
チャンネルまたはプログラムの切り換え指示を受信し、切り換え後のプログラムが２Ｄ放
送のプログラム（２Ｄコンテンツ）であると判断した場合（ステップＳ４０２における「
ＹＥＳ」）、ＣＰＵ２０４は、第２のＡＶ処理部２０２へ２Ｄ映像（２Ｄコンテンツ）の
再生を指示する（Ｓ４０３）。
【００８７】
　第２のＡＶ処理部２０２は、ＨＤＭＩの伝送フォーマットを変更する事無く（３Ｄ映像
信号用の出力モードのままで）、２Ｄ放送のプログラム（番組）（２Ｄコンテンツ）の映
像を映像表示装置１１に対し図５（ｂ）に示すフォーマット＠Ｓ２０３に変換して映像信
号として送出する。
【００８８】
　つまり、実施の形態３による映像再生装置１２は、第２のＡＶ処理部２０２と、第２の
入出力部２０３とを有する。ここで、第２のＡＶ処理部２０２、および、第２の入出力部
２０３は、実施の形態１または２の第２のＡＶ処理部２０２、および、第２の入出力部２
０３と同等の構成および機能を有するように構成されてよい。さらに、実施の形態３の第
２のＡＶ処理部２０２は、再生すべきコンテンツが立体コンテンツ（３Ｄコンテンツ）で
あるか、非立体コンテンツ（２Ｄコンテンツ）であるかを判別可能であり、機器間の伝送
路上のフォーマットが立体（３Ｄ）映像フォーマットで認証されている際に再生すべきコ
ンテンツが３Ｄコンテンツから２Ｄコンテンツへ切り換わった場合には、当該２Ｄコンテ
ンツの映像ストリーム信号を、機器間の伝送路上のフォーマットとして立体（３Ｄ）映像
フォーマットで送出可能でありかつ映像表示装置１１に表示させた場合には非立体（２Ｄ
）映像として表示される（ユーザに認識される）非立体（２Ｄ）映像信号にデコードして
出力することができる。
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【００８９】
　言い換えれば、実施の形態３の映像再生装置１２は、再生すべきコンテンツが３Ｄコン
テンツであるか２Ｄコンテンツであるかを判別し、映像表示装置１１に対し、映像表示装
置１１との間の伝送路のフォーマット（ＨＤＭＩインターフェースのモード）として３Ｄ
映像信号用の出力モードに対応したフォーマットを用いて、３Ｄコンテンツの３Ｄ映像信
号、および、２Ｄコンテンツの非３Ｄ（２Ｄ）映像信号を出力することが可能である。映
像再生装置１２においては、３Ｄ映像信号出力および非３Ｄ（２Ｄ）映像信号出力の切り
換えは、再生するコンテンツが３Ｄコンテンツであるか、２Ｄコンテンツであるかの判定
に従って自動的に行われる。
【００９０】
　実施の形態３の映像再生装置１２は、立体映像表示を可能とする３Ｄ映像信号または非
立体映像表示を可能とする非３Ｄ映像信号を映像表示装置１１へ出力可能な映像再生装置
であって、コンテンツのデータを入力し、コンテンツのデータから、３Ｄ映像信号または
非３Ｄ映像信号を構成する第２のＡＶ処理部２０２と、第２のＡＶ処理部２０２で構成さ
れた３Ｄ映像信号または非３Ｄ映像信号を、立体映像表示用の映像信号を出力するための
フォーマットである３Ｄ映像出力フォーマットにしたがい、映像表示装置１１へ出力する
第２の入出力部２０３と、ユーザが入力する指示を受け付ける第２のリモコン信号受信部
２０５と、を有し、第２のＡＶ処理部２０２は、コンテンツのデータに含まれるコンテン
ツ識別情報から、コンテンツが３Ｄコンテンツであるか非３Ｄコンテンツであるかを判別
し、第２の入出力部２０３が３Ｄ映像信号を３Ｄ映像出力モードにしたがい出力している
際に、第２のリモコン信号受信部２０５が、再生すべきコンテンツをコンテンツから別の
コンテンツに切り換える指示を受け付け、かつ、第２のＡＶ処理部２０２が、別のコンテ
ンツは非３Ｄコンテンツであると判別した場合、第２のＡＶ処理部２０２は、別のコンテ
ンツのデータから非３Ｄ映像信号を構成し、第２の入出力部２０３は、非３Ｄ映像信号を
映像表示装置１１へ３Ｄ映像出力モードにしたがい出力する。
【００９１】
　また、本実施の形態による映像再生装置１２では、第２のＡＶ処理部２０２に入力され
る映像ストリーム信号は、自装置の外部から受信するコンテンツの映像ストリーム信号で
よい。当該コンテンツは、自コンテンツが立体コンテンツ（３Ｄコンテンツ）であるか、
非立体コンテンツ（２Ｄコンテンツ）であるかを示すコンテンツ識別情報と共に受信され
、第２のＡＶ処理部２０２は、コンテンツの映像ストリーム信号と共にコンテンツ識別情
報を受信し、コンテンツ識別情報に応じて、その入力されたコンテンツが立体コンテンツ
（３Ｄコンテンツ）であるか、非立体コンテンツ（２Ｄコンテンツ）であるかを判別して
もよい。
【００９２】
　本実施の形態による映像再生装置１２では、ユーザが３Ｄ放送のプログラム（３Ｄコン
テンツ）を３Ｄ立体映像で視聴している時に、リモコン等を用い、３Ｄ放送のチャンネル
から２Ｄ放送のプログラムを放送しているチャンネルに切り換える指示をした場合であっ
ても、ＨＤＭＩインターフェースの再認証に起因する映像が途切れを防止することができ
る。従って、ユーザは３Ｄ放送プログラム（３Ｄコンテンツ）の視聴から２Ｄ放送プログ
ラム（２Ｄコンテンツ）の視聴に切り換えた場合であっても、ＨＤＭＩインターフェース
の再認証に起因する映像の途切が無く、視聴することができる。なお、本実施の形態の映
像再生装置１２は、同一チャンネルにおいてプログラムの放送形態が３Ｄ放送のプログラ
ムから２Ｄ放送のプログラムに変化した場合にも実行することができる。
【００９３】
　なお、実施の形態３においては、放送を受信して再生する場合の例を示した。しかし、
記録媒体に記録されたコンテンツを再生する場合であっても、同様の動作をすることがで
きる。即ち、ディスク２００等の記録媒体に記録されているコンテンツがコンテンツ識別
情報を持っており、映像再生装置１２が、ディスク２００に記録されているコンテンツ識
別情報に基づいて再生するコンテンツが３Ｄコンテンツであるか、２Ｄコンテンツである
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かを判別してもよい。つまり、実施の形態３の映像再生装置１２においては、第２のＡＶ
処理部２０２に入力されるコンテンツは記憶媒体に記憶されたコンテンツであって、その
記憶媒体には当該コンテンツが立体コンテンツ（３Ｄコンテンツ）であるか、非立体コン
テンツ（２Ｄコンテンツ）であるかを示すコンテンツ識別情報が記憶されており、第２の
ＡＶ処理部２０２は入力されるコンテンツと共にコンテンツ識別情報を受信し、コンテン
ツ識別情報に応じて、その入力されたコンテンツが立体コンテンツ（３Ｄコンテンツ）で
あるか、非立体コンテンツ（２Ｄコンテンツ）であるかを判別してもよい。
【００９４】
　この場合、映像再生装置１２が記憶媒体に記憶されている３Ｄコンテンツを３Ｄ立体映
像で再生している時に、再生すべきコンテンツを３Ｄコンテンツから記憶媒体に記憶され
ている別のコンテンツ（２Ｄコンテンツ）に切り換える指示をリモコン等から受信した場
合であっても、映像再生装置１２は、ＨＤＭＩインターフェースの再認証に起因する映像
の途切れを防止することができる。従って、ユーザは、３Ｄコンテンツの視聴から２Ｄコ
ンテンツの視聴に切り換えた場合であっても、ＨＤＭＩインターフェースの再認証に起因
する映像の途切無しにコンテンツを視聴することができる。
【００９５】
　（実施の形態４）
　先の実施の形態においては、コンテンツが３Ｄから２Ｄに切り換わる例として、ユーザ
によるチャンネルの変更指示を受信した場合を示した。しかし、実施の形態は上記例に限
られるものではない。他の例としては、例えば、３Ｄコンテンツの再生時に、ユーザから
データ放送再生の指示を受信した場合が考えられる。
【００９６】
　データ放送は、チューナ２０７において選局された映像ストリーム信号に含まれている
。第２のＡＶ処理部２０２は、受信した映像ストリーム信号から、データ放送として表示
するための映像信号を生成する。そして、第２の入出力部２０３は、生成された映像信号
を出力する。一般に、データ放送は２Ｄコンテンツであることが多い。また、一般に、２
Ｄコンテンツであるデータ放送に含ませて再生中の３Ｄコンテンツを表示する場合に第２
の入出力部２０３が映像表示装置１１に対して送出すべき映像信号は、２Ｄ映像信号とな
る。その場合、従来の映像再生装置では、出力部の再認証が必要となる。しかし、本実施
の形態による映像再生装置１２では、３Ｄコンテンツを再生中に２Ｄコンテンツであるデ
ータ放送を出力するように切り換える指示を受信した場合であっても、第２の入出力部２
０３はＨＤＭＩインターフェースに関する再認証をすることなく、２Ｄコンテンツを３Ｄ
フォーマット（図５（ｂ）に示すフォーマット＠Ｓ２０３）で出力することが可能である
。
【００９７】
　実施の形態４の映像再生装置１２は、立体映像表示を可能とする３Ｄ映像信号または非
立体映像表示を可能とする非３Ｄ映像信号を映像表示装置１１へ出力可能な映像再生装置
であって、コンテンツのデータを入力し、コンテンツのデータから、３Ｄ映像信号または
非３Ｄ映像信号を構成する第２のＡＶ処理部２０２と、第２のＡＶ処理部２０２で構成さ
れた３Ｄ映像信号または非３Ｄ映像信号を、立体映像表示用の映像信号を出力するための
フォーマットである３Ｄ映像出力フォーマットにしたがい、映像表示装置１１へ出力する
第２の入出力部２０３と、ユーザが入力する指示を受け付ける第２のリモコン信号受信部
２０５と、を有し、第２のＡＶ処理部２０２は、コンテンツのデータに含まれるコンテン
ツ識別情報から、コンテンツが３Ｄコンテンツであるか非３Ｄコンテンツであるかを判別
し、第２の入出力部２０３が３Ｄ映像信号を３Ｄ映像出力モードにしたがい出力している
際に、第２のリモコン信号受信部２０５が、再生すべきコンテンツをコンテンツから別の
コンテンツである非３Ｄコンテンツを含むデータ放送に切り換える指示を受け付け、かつ
、第２のＡＶ処理部２０２が、別のコンテンツは非３Ｄコンテンツであると判別した場合
、第２のＡＶ処理部２０２は、別のコンテンツのデータから非３Ｄ映像信号を構成し、第
２の入出力部２０３は、非３Ｄ映像信号を映像表示装置１１へ３Ｄ映像出力モードにした
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がい出力する。
【００９８】
　または、映像再生装置１２は、ＨＤＭＩインターフェースの再認証に起因する映像の途
切れを防止する為に、以下のような動作をしてもよい。即ち、第２の入出力部２０３は、
再生するコンテンツを出力する場合に、そのコンテンツを２Ｄのフォーマット（２Ｄ映像
信号用の出力モードのフォーマット）で出力すると共に、そのコンテンツが２Ｄコンテン
ツであるか、３Ｄコンテンツであるかを示すフラグ情報を重畳して出力する（もしくは３
Ｄを示すフラグ情報を重畳しないで出力する）。つまり、映像再生装置１２は、出力する
コンテンツが２Ｄコンテンツである場合は、その映像信号を２Ｄのフォーマットで出力す
ると共に、出力しているコンテンツが２Ｄコンテンツである旨のフラグ情報を映像信号に
重畳して出力する（もしくは３Ｄを示すフラグ情報を重畳しないで出力する）。一方、映
像再生装置１２は、出力するコンテンツが３Ｄコンテンツである場合は、その映像信号を
２Ｄのフォーマット（２Ｄ映像信号用の出力モードのフォーマット）で出力すると共に、
出力しているコンテンツが３Ｄコンテンツである旨のフラグ情報を映像信号に重畳して出
力する。
【００９９】
　この場合、映像表示装置１１は、映像信号を２Ｄのフォーマット（２Ｄ映像信号用の出
力モードのフォーマット）で受信している場合に、当該映像信号に２Ｄコンテンツである
旨のフラグ情報が重畳されているか（または、３Ｄコンテンツである旨のフラグ情報が重
畳されていないか）をチェックすればよい。そして、例えば、映像表示装置１１は、２Ｄ
コンテンツである旨のフラグ情報が重畳されていること（または、３Ｄコンテンツである
旨のフラグ情報が重畳されていないこと）を検知した場合には、当該映像信号に基づいて
２Ｄ映像を表示する。このようにすることで、映像表示装置１１は、当該コンテンツを２
Ｄコンテンツとして表示することができる。一方、映像表示装置１１は、映像信号に３Ｄ
コンテンツである旨のフラグ情報が重畳されていることを検知した場合には、２Ｄのフォ
ーマット（２Ｄ映像信号用の出力モードのフォーマット）で送られてきた映像信号から左
目用、右目用の映像を分離して、両映像を抽出し、それぞれ適切な画角にスケーリングし
た後、３Ｄ映像表示における通常の表示方法に倣って、左目映像（Ｌ）の映像と右目映像
（Ｒ）の映像を交互に表示させればよい。なお、３Ｄコンテンツを２Ｄフォーマット（２
Ｄ映像信号用の出力モードのフォーマット）で出力する場合の具体的な方式の例としては
、サイドバイサイド方式や、トップアンドボトム方式、ラインバイライン方式などがある
。
【０１００】
　実施の形態４の映像再生装置１２は、立体映像表示を可能とする３Ｄ映像信号または非
立体映像表示を可能とする非３Ｄ映像信号を映像表示装置１１へ出力可能な映像再生装置
であって、コンテンツのデータを入力し、コンテンツのデータから、立体映像であること
を示す情報が重畳された３Ｄ映像信号または立体映像であることを示す情報が重畳されな
い非３Ｄ映像信号を構成する第２のＡＶ処理部２０２と、第２のＡＶ処理部２０２で構成
された３Ｄ映像信号または非３Ｄ映像信号を、非立体映像表示用の映像信号を出力するた
めのフォーマットである非３Ｄ映像出力フォーマットにしたがい、映像表示装置１１へ出
力する第２の入出力部２０３と、ユーザが入力する指示を受け付ける第２のリモコン信号
受信部２０５と、を備え、第２のＡＶ処理部２０２は、１）コンテンツのデータに含まれ
るコンテンツ識別情報から、コンテンツが３Ｄコンテンツであるか非３Ｄコンテンツであ
るかを判別し、２）コンテンツが３Ｄコンテンツであると判別した場合には、コンテンツ
のデータから、３Ｄ映像信号を非３Ｄ映像出力フォーマットにしたがい構成し、３）コン
テンツが非３Ｄコンテンツであると判別した場合には、コンテンツのデータから、非３Ｄ
映像の映像信号を非３Ｄ映像出力フォーマットにしたがい構成する。そして、第２の入出
力部２０３が非３Ｄ映像信号を非３Ｄ映像出力モードで出力している際に、第２のリモコ
ン信号受信部２０５が、再生すべきコンテンツをコンテンツから別のコンテンツに切り換
える指示を受け付け、かつ、第２のＡＶ処理部２０２が、別のコンテンツは３Ｄコンテン
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ツであると判別した場合、第２のＡＶ処理部２０２は、別のコンテンツのデータから３Ｄ
映像信号を構成し、第２の入出力部２０３は、３Ｄ映像信号を映像表示装置１１へ非３Ｄ
映像出力フォーマットにしたがい出力する。
【０１０１】
　このように、本実施の形態による映像再生装置１２では、第２の入出力部２０３から出
力する映像信号の出力フォーマットを２Ｄのフォーマット（２Ｄ映像信号用の出力モード
のフォーマット）で維持し、そのコンテンツが２Ｄコンテンツであるか、３Ｄコンテンツ
であるかを示すフラグ情報を映像信号に重畳して出力することにより、２Ｄコンテンツと
３Ｄコンテンツとの切換が起こった場合であっても、再認証をすることなく映像表示装置
１１に映像を表示できる。その為、再認証に起因する映像の途切れを防止することができ
る。このような実施の形態は、３Ｄコンテンツと２Ｄのデータ放送との切換をするときな
どに特に有効である。
【０１０２】
　（実施の形態１～４の第２のＡＶ処理部の詳細）
　図８は、実施の形態１～４の映像再生装置１２の第２のＡＶ処理部２０２の構成の詳細
を示す図である。第２のＡＶ処理部２０２は、例えば、１つまたは２つ以上の半導体装置
として構成されてよい。第２のＡＶ処理部２０２は、ディスク２００やチューナ２０７か
ら入力される３Ｄコンテンツを含んだ映像ストリーム信号から映像信号を構成するデコー
ダ部２０２ａと、デコーダ部２０２ａから入力される映像信号を第２の入出力部２０３へ
出力する信号出力部２０２ｄと、コンテンツの表示を３Ｄおよび２Ｄの間で切り換える指
示を受ける３Ｄ／２Ｄ表示切換指示部２０２ｃとを有する。また、デコーダ部２０２ａは
、３Ｄ映像信号用の出力モードで２Ｄ映像信号を出力するために、３Ｄ映像信号における
左目映像およびそれに対応する右目映像として該左目映像またはそれに対応する右目映像
のいずれか一方のみが繰り返し含まれる映像信号を構成する３Ｄフォーマット非２Ｄ映像
構成部２０２ｂを備える。なお、信号出力部２０２ｄは、出力端子でよい。
【０１０３】
　ＣＰＵ２０４は、第２のリモコン受信部２０５を介して入力される映像再生装置用リモ
コンからの指示、映像表示装置１１および第２の入出力部２０３を介して入力される映像
表示装置用リモコンからの指示、チューナ２０７やディスクドライブ部２０１等から送ら
れるコンテンツ識別情報等に基づき、３Ｄ／２Ｄ表示切換指示部２０２ｃに対し、コンテ
ンツの映像データから３Ｄ表示用の映像信号（例えば、図５のフォーマット＠Ｓ１０１を
有する映像信号）を構成するか、非３Ｄ（２Ｄ）表示用の映像信号（例えば、図５のフォ
ーマット＠Ｓ２０３を有する映像信号）を構成するか、の指示を送ることができる。
【０１０４】
　ＣＰＵ２０４からの指示を受けた３Ｄ／２Ｄ表示切換指示部２０２ｃは、当該指示に従
い、デコーダ部２０２ａおよびその３Ｄフォーマット２Ｄ映像構成部２０２ｂを制御する
ことができる。
【０１０５】
　実施の形態１～４の映像再生装置１２の第２のＡＶ処理部２０２は、コンテンツのデー
タを入力し、前記コンテンツのデータから、立体映像表示を可能とする３Ｄ映像信号、ま
たは、非立体映像表示を可能とする非３Ｄ映像信号を構成するデコーダ部２０２ａと、前
記コンテンツの映像表示に関する指示を受け付けて、当該指示にもとづいて、前記デコー
ダ部２０２ａに対し、前記３Ｄ映像信号を構成するか前記非３Ｄ映像信号を構成するかを
指示する３Ｄ／２Ｄ指示部２０２ｃと、前記デコーダ部２０２ａが構成した映像信号を、
立体映像表示用の映像信号を出力するためのフォーマットである３Ｄ映像出力フォーマッ
トにしたがい出力する信号出力部２０２ｄと、を有する半導体装置であってよい。
【０１０６】
　（実施の形態５）
　次に、実施の形態５による映像再生装置について説明する。
【０１０７】
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　０．本実施の形態の映像再生装置が解決する課題
　先ず、３Ｄコンテンツを記録したディスク２００を再生する場合に映像再生装置がする
動作について簡単に説明する。ディスク２００上には３Ｄ再生用の映像データとして、左
目映像データ（Ｌ）と右目映像データ（Ｒ）がそれぞれ記録されている。映像再生装置１
２は、これを各々再生し、映像表示装置１１へ左目映像信号（Ｌ）と右目映像信号（Ｒ）
を出力する。映像表示装置１１は、例えば、この左目映像信号（Ｌ）の映像と右目映像信
号（Ｒ）の映像とを時間的に交互に出力し、立体メガネ（液晶シャッターメガネ）１３は
、このＬとＲに同期してシャッタを左右交互に駆動させることで、ユーザはコンテンツを
立体映像として見ることが出来る。
【０１０８】
　ここで、コンテンツを３Ｄ映像再生する場合に、メニューグラフィクスや字幕データな
どの付加情報を重畳する場合、映像（例えば、コンテンツの本編映像）の飛び出し量（以
後デプスと称す）に応じてメニューグラフィクスや字幕データのデプスを調節する必要が
ある。このことについて図９を用いて説明する。なお、メニューグラフィクスにかかる付
加情報は、コンテンツのデータに、グラフィクス・データとして含まれてよく、字幕デー
タにかかる付加情報は、コンテンツのデータに、テキスト・データとして含まれてよい。
【０１０９】
　図９は、ユーザが３Ｄ映像を視聴した場合にユーザが認識する立体感を図面における左
右方向（以下、「デプス」とも称する。）で表現して３Ｄ映像を真横から描いた図である
。本図が例示する３Ｄ映像には、まず背景があり、その手前（ユーザ側）に人が立ち、さ
らにその手前（ユーザ側）に字幕データが重畳されている。ここで、人と字幕データのデ
プスの差をｄとする。
【０１１０】
　このとき、３Ｄ映像において、例えば人が画面方向に対して前後に（図面上における左
右方向、つまり、デプスの値が変化する方向に）移動するならば、仮に字幕データのデプ
スの値を固定して表示した場合、図９のデプス差ｄは、人が前後することで値が大きく変
化する。
【０１１１】
　３Ｄコンテンツを３Ｄ映像で視聴する際、このデプス差ｄが大きくなると、ユーザは字
幕と人物の両方に焦点を合わせようとするため、焦点を合わすことが困難になり、著しい
眼球疲労を起こすことがある。したがって、このデプス差ｄをつねにほぼ一定にするため
に、メニューグラフィクスや字幕データのオフセット量を調整する必要がある。
【０１１２】
　図１０は、メニューグラフィクス３０１や字幕データ３０３などの付加情報のオフセッ
トの概念を示す図である。図中のオフセットとは、例えば、Ｌ側のビデオ映像（Ｌビデオ
３０５）にＬ側のメニューグラフィクス３０１・字幕データ３０３を重畳する際に付加す
るずれ量を示すもので、これはＲ側のビデオ映像（Ｒビデオ３０７）にＲ側のメニューグ
ラフィクス３０１・字幕データ３０３を重畳する際に付加するずれ量と同じ値にする。こ
のようにオフセットを各々Ｌ側とＲ側で与えることで、メニューグラフィクス３０１・字
幕データ３０３の３Ｄ映像における奥行き方向、つまりデプスを調節することができる。
このように、メニューグラフィクス３０１や字幕データ３０３（第１の映像）は、Ｌ／Ｒ
側のビデオ映像（第２の映像）に対し、オフセットだけずれるように位置合わせされて重
畳される。
【０１１３】
　字幕と人のデプス差を一定に保つためには、３Ｄ映像中を人が前後に（図中のデプス方
向に）移動するのにあわせて、オフセット値（オフセット量）を時間的に変化させればよ
い。すなわち、このオフセット量がビデオの映像に同期して時間的に変化するように予め
設定しておくことで、図９のデプス差ｄをつねにほぼ一定に保つことができ、３Ｄ視聴時
においてメニューや字幕などが重畳された場合であっても、ユーザは焦点を合わすことが
容易になり、眼球疲労を大幅に軽減することが可能になる。
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【０１１４】
　図１１を参照し、メニューグラフィクス３０１や字幕データ３０３などの付加情報をビ
デオ映像（３０５、３０７）に重畳する際の映像再生装置１２の出力イメージを説明する
。図１１は例えばブルーレイディスクで３Ｄ映像を実現する場合において、メニューグラ
フィクス３０１や字幕データ３０３の重畳方法を示したものである。図中のＩＧ　Ｓｔｒ
ｅａｍ（ＩＧストリーム）とは、一般に、（例えば本編の）映像３０５、３０７（第２の
映像）に重畳するメニューグラフィクス３０１（第１の映像）のストリームデータであり
、ＰＧ　Ｓｔｒｅａｍ（ＰＧストリーム）とは、一般に、（例えば本編の）映像３０５、
３０７に重畳する字幕（またはグラフィクスアニメーション）３０３のストリームデータ
である。映像再生装置１２は、これらメニューグラフィクス３０１および／または字幕３
０３について、３Ｄのビデオ映像データ（Ｌビデオ３０５およびＲビデオ３０７）に対し
オフセット値だけずらして重畳してから、Ｌデータ、Ｒデータとして出力する。なおこの
オフセット値は、ビデオ映像の飛び出し量（デプス）に応じて時間軸で変化する適切な値
を持ち、これらがストリーム中に埋め込まれているか、またはディスク上の管理情報とし
て記録されているか、いずれかの方法で予めディスク上にオフセット情報として記録され
ている。
【０１１５】
　しかしながら、前述の実施の形態による映像再生装置１２と映像表示装置１１において
、例えば、ユーザの切り換え操作によって、映像表示装置１１（３Ｄテレビなど）側で３
Ｄ表示から２Ｄ表示に切り換えた場合、映像表示装置１１では、Ｌビデオの映像とＲビデ
オの映像のうち一方の映像（例えばＬビデオの映像）のみで構成された動画映像が表示さ
れる。例えば、図５（ａ）に示すフォーマット＠Ｓ１０１で送られる映像信号の「Ｌ　ｏ
ｄｄ」、「Ｌ　ｅｖｅｎ」のみで構成された動画映像が表示される。または、図５（ｂ）
に示すフォーマット＠Ｓ２０３で送られる映像信号の「Ｌ　ｏｄｄ」、「Ｌ　ｅｖｅｎ」
のみで構成された動画映像が表示される。その場合であっても、上で説明した図１０のオ
フセット値は時間的に変化するため、ユーザは、オフセット量に応じて左右に揺れるメニ
ューグラフィクスや字幕データがＬ側の映像（Ｌビデオ）に重畳された映像を視聴するこ
とになってしまうという問題が発生する。
【０１１６】
　上記問題を解決するため、本実施の形態による映像再生装置１２は、３Ｄ映像信号用の
出力モードのフォーマット（図５のフォーマット＠Ｓ１０１またはフォーマット＠Ｓ２０
３）で２Ｄ映像表示用の映像信号を出力する場合に、上記メニューグラフィクスや字幕デ
ータのオフセット量を一定値に固定する。そうすることで、３Ｄ映像信号用の出力モード
のフォーマット（フォーマット＠Ｓ１０１またはフォーマット＠Ｓ２０３）で２Ｄ（非３
Ｄ）映像表示用の映像信号を出力する場合に、上記メニューグラフィクスや字幕データの
表示の揺らぎを防止する。このような構成を有することにより、本実施の形態による映像
再生装置１２は、先述の実施の形態の映像再生装置１２と同様にして３Ｄ映像表示と２Ｄ
（非３Ｄ）映像表示との間のスムーズな切り換えを実現するとともに、２Ｄ（非３Ｄ）表
示におけるメニューグラフィクスや字幕データの揺れを抑止し、より視聴しやすい映像表
示を実現することができる。
【０１１７】
　１．３Ｄ映像再生表示システムの構成
　以下、本実施の形態について説明する。映像再生装置及び映像表示装置（３Ｄ映像再生
表示システム）の構成は、先述の実施の形態の構成とほぼ同等であるため、ここでは構成
等にかかる説明は適宜省略する。
【０１１８】
　図２に示す映像表示装置１１の第１の入出力部１０１は、本実施の形態においては、例
えば、ＨＤＭＩインターフェースであってよい。なお、本実施の形態ではインターフェー
スとしてＨＤＭＩインターフェースを用いているが、ＨＤＭＩはあくまでインターフェー
スの一例である。したがって、本実施の形態はＨＤＭＩインターフェースに限定されるも
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のではなく、その他のインターフェースであってもよい。第１の入出力部１０１は映像再
生装置１２から入力した映像信号を第１のＡＶ処理部１０２へ出力する。第１のＡＶ処理
部１０２は、第１のリモコン受信部１０４において受信したユーザの指定した映像表示モ
ード（２Ｄ（非３Ｄ）表示モードあるいは３Ｄ表示モード）にしたがって、映像信号を出
力する。表示部１０３は、第１のＡＶ処理部１０２から出力される映像信号に従って映像
を表示する。
【０１１９】
　第１のリモコン受信部１０４は、映像表示装置１１の映像表示モードの切り換えなどを
含むユーザ操作による映像表示装置１１に対する指示をリモコンの発する信号として受信
し、第１のＡＶ処理部１０２に通知する。送信部１０５は、立体メガネ（専用メガネ）１
３のシャッタの開閉タイミング信号を送出する。
【０１２０】
　第１の入出力部１０１を介し、映像表示装置１１から３Ｄ映像信号が入力されている場
合であって、且つ、第１のリモコン受信部１０４が映像表示モードとして３Ｄ表示モード
で映像を表示する旨を受信している場合は、第１のＡＶ処理部１０２は３Ｄ表示モードで
映像を表示すべく、第１のＡＶ処理部１０２はＬ側とＲ側の映像信号を交互に表示部１０
３へ出力する。また第１のＡＶ処理部１０２は送信部１０５へ前記のＬ／Ｒの交互の切り
換えタイミング信号を送出する。
【０１２１】
　ユーザによる映像表示装置用リモコンの操作により、映像表示装置１１が、その映像表
示モードを３Ｄ表示モードから２Ｄ表示モードに切り換える旨の指示を受信した場合、第
１のリモコン受信部１０４は、第１のＡＶ処理部１０２へ映像表示モードを２Ｄ表示モー
ドに切り換える旨の指示を出す。第１のＡＶ処理部１０２は２Ｄ表示モードで映像を表示
するため、映像再生装置１２から第１の入出力部１０１を介して入力される３Ｄ映像信号
のＬとＲの映像データのうちＬ側の映像信号のみを表示部１０３へ出力する。これにより
、表示部１０３ではＬ側の映像のみが表示され、見かけ上２Ｄの映像が表示される。
【０１２２】
　また、第１のＡＶ処理部１０２は、いま、映像表示モードとして２Ｄ表示モードで映像
を表示していることを示すステータスを第１の入出力部１０１を経由して映像再生装置１
２に通知することができる。通知する方法としては、例えばＨＤＭＩのＣＥＣ（CONSUMER
  ELECTRONICS  CONTROL）などが挙げられる。
【０１２３】
　その後、第１のリモコン受信部１０４が映像表示モードを３Ｄ表示モードへ切り換える
旨の指示を受信した場合には、第１のＡＶ処理部１０２は、第１の入出力部１０１から入
力される３Ｄ映像信号のＬとＲの両方の映像信号を用いて映像信号を表示部１０３へ出力
する。そして第１の入出力部１０１を経由して映像再生装置１２へ映像表示モードとして
３Ｄ表示モードで映像を表示している旨を再び通知する。
【０１２４】
　図３に示す映像再生装置１２のディスクドライブ部（ドライブ装置）２０１は、例えば
光学ドライブを有し、ＤＶＤやＢＤなどのディスクからコンテンツに関するデータを読み
出すことができるものとする。第２のＡＶ処理部２０２は、ドライブ装置２０１から読み
出した映像データから映像信号を構成し先述の出力モードにしたがって出力する。第２の
入出力部２０３は、例えばＨＤＭＩで映像表示装置１１と接続されてよい。第２のリモコ
ン受信部２０５は、ユーザからの再生操作の指示を映像再生装置用リモコン経由で受信す
る。
【０１２５】
　２．動作
　２．１．認証動作
　このように構成された映像再生装置１２の認証動作について説明する。まずディスクド
ライブ部（ドライブ装置）２０１に３Ｄコンテンツが記録されたディスクが挿入されると



(23) JP 4959830 B2 2012.6.27

10

20

30

40

50

、第２のＡＶ処理部２０２はこのディスクに３Ｄコンテンツが含まれることを判定し、左
目用（Ｌ）と右目用（Ｒ）の映像データをディスクから読み出し、再生する（映像信号を
構成する）。再生した映像データ（映像信号）は第２の入出力部２０３へ送出されるとと
もに、映像表示装置１１とのＨＤＭＩ接続において３Ｄ接続の相互認証を行う。これによ
り表示装置１１は映像表示モードとして３Ｄ表示モードで映像を表示する。第２のＡＶ処
理部２０２がディスクドライブ部（ドライブ装置）２０１に挿入されたディスクが２Ｄコ
ンテンツであると判定した場合は、映像表示装置１１とのＨＤＭＩ接続において２Ｄ接続
の相互認証を行う。これにより映像表示装置１１は、映像表示モードとして２Ｄ表示モー
ドで映像を表示する。
【０１２６】
　２．２．映像表示モード変更時の再生動作
　以上のように構成されたシステムにおける映像再生装置１２の、コンテンツ再生中に映
像表示モード変更動作について、図１２を参照しながら説明する。図１２では、映像再生
装置１２のディスクドライブ部２０１にコンテンツが記録されたディスクが挿入され、該
コンテンツ（３Ｄコンテンツ）を再生中に映像表示装置１１の映像表示モードが２Ｄ表示
モードに変更された場合の映像再生装置１２における処理を示す。
【０１２７】
　映像再生装置１２の第２のＡＶ処理部２０２は、ディスクドライブ部２０１に挿入され
たディスクに含まれる再生すべきコンテンツが２Ｄコンテンツなのか３Ｄコンテンツなの
かを判別する（Ｓ５０１）。ここでの、３Ｄコンテンツとは、映像表示装置１１に３Ｄ映
像を表示させる為に必要な情報を含むコンテンツである。一方、２Ｄコンテンツとは、映
像表示装置１１に３Ｄ映像を表示させる為に必要な情報を含まないコンテンツである。具
体的な判別方法として、ディスク上の管理情報などにそのディスクに記録されているコン
テンツが２Ｄコンテンツか３Ｄコンテンツかを示すフラグが記載されていて、映像再生装
置１２がそれを読み込んで判断することができる。
【０１２８】
　コンテンツが２Ｄコンテンツであると判断された場合（ステップＳ５０１における「Ｎ
Ｏ」）、映像再生装置１２は、映像表示装置１１との映像信号の伝送路であるＨＤＭＩイ
ンターフェースにおいて２Ｄ映像信号用の出力モードでの接続の認証を行い（Ｓ５０９）
、２Ｄコンテンツを再生（２Ｄ映像信号を出力）する（Ｓ５１０）。
【０１２９】
　一方、コンテンツが３Ｄコンテンツであると判断された場合（ステップＳ５０１におけ
る「ＹＥＳ」）、映像再生装置１２は、ＨＤＭＩの３Ｄ映像信号用の出力モードでの接続
の認証を行う（Ｓ５０２）。
【０１３０】
　続いて、映像再生装置１２は、ディスクドライブ部２０１に挿入されているディスクに
記録されている３Ｄコンテンツを読み出し、そのコンテンツの３Ｄ再生（３Ｄ映像信号の
出力）を行う（Ｓ５０３）。すなわち、映像再生装置１２は、当該コンテンツを３Ｄ表示
で表示するための３Ｄ映像信号を映像表示装置１１に出力する。
【０１３１】
　このとき映像表示装置１１は、受信したコンテンツの映像信号を３Ｄ表示モードで表示
する。ここで、映像再生装置１２の第２のＡＶ処理部２０２が出力する映像信号には、メ
ニューグラフィクス３０１や字幕データ３０３などの付加情報が、ディスク上から読み出
したコンテンツのビデオ映像データに時間的に同期して変化するオフセット値のデータを
に基づいてオフセットを加えてビデオ映像に重畳されている。このオフセットの付与によ
り、上述したように、３Ｄのビデオ映像に含まれる客体と重畳された付加情報とのデプス
差の変動が少なくなり、ユーザの眼球疲労を軽減することができる。
【０１３２】
　その後、映像再生装置１２は、再生中のコンテンツの終了判定を行う（Ｓ５０４）。
【０１３３】
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　ここで、映像再生装置１２は、ユーザが映像表示装置用リモコンを操作することにより
映像表示装置１１に対して映像表示モードを３Ｄ表示モードから２Ｄ表示モードに変更す
る指示を送ると、当該指示の内容に関する情報を映像表示装置１１からＨＤＭＩインター
フェース等を通じて受信することができる。なお、このとき、ＨＤＭＩにおいて、接続形
態を変更する旨の再認証処理は行わない。つまり、ＨＤＭＩ上では、映像再生装置１２と
映像表示装置１１との接続はあくまで３Ｄ映像信号用の出力モードで接続されたままの状
態が維持される。
【０１３４】
　再生中のコンテンツが終了していない場合、映像再生装置１２は、映像表示装置１１か
ら映像表示モードが３Ｄ表示モードから２Ｄ表示モードに変更された旨の通知を受けたか
否かについて判定する（Ｓ５０５）。
【０１３５】
　映像再生装置１２は、映像表示装置１１から上記通知を受けたと判定した場合（ステッ
プＳ５０５における「ＹＥＳ」）、映像再生装置１２の第２のＡＶ処理部２０２は、付加
情報へのオフセット量が時間的に変動しないように、ある一定の所定値に固定して出力す
る（Ｓ５０６）。これにより、映像表示装置１１の２Ｄ表示モードでの映像表示において
、メニューグラフィクス５０１や字幕データ３０３などの付加情報は、画面上のある定ま
った位置に表示されるようになる。
【０１３６】
　その後、映像再生装置１２は、再生中のコンテンツの終了判定を行う（Ｓ５０７）。
【０１３７】
　ここで、映像再生装置１２は、ユーザが映像表示装置用リモコンを操作することにより
映像表示装置１１に対して映像表示モードを２Ｄ表示モードから３Ｄ表示モードに戻す指
示があると、映像表示装置１１からＨＤＭＩインターフェース等を通じて、当該指示があ
ったことを受け取ることができる。
【０１３８】
　再生中のコンテンツが終了していない場合、映像再生装置１２は、映像表示装置１１か
ら映像表示モードが２Ｄ表示モードから３Ｄ表示モードに戻された旨の通知を受けたかど
うかについて判定する（Ｓ５０８）。
【０１３９】
　映像再生装置１２は、映像再生装置１２は、映像表示装置１１から上記通知を受けてい
ないと判定した場合（ステップＳ５０８における「ＮＯ」）、ステップＳ５０６の処理を
実行する。なお、このときも、ＨＤＭＩにおいて、接続形態を変更する旨の再認証処理は
行われない。
【０１４０】
　一方、映像再生装置１２は、映像表示装置１１の映像表示モードが３Ｄモードに切り換
わった旨の通知を受けたと判定した場合、すなわち、映像表示装置１１の映像表示モード
が再び３Ｄ表示モードに切り換わったことを検出すると、処理は再びＳ５０３へ移行する
。これにより、メニューグラフィクス３０１や字幕データ３０３などの付加情報をビデオ
映像に重畳する際のオフセット値（オフセット量）が、一定の所定値からビデオ映像に同
期して時間的に変化する値へ変更される。
【０１４１】
　本実施の形態において、映像再生装置１２は、以上のようなステップを繰り返すことに
より、映像表示装置１１のリモコンによる映像表示モードの２Ｄ表示モードと３Ｄ表示モ
ードとの間の切り換えに応じて、メニューグラフィクス３０１や字幕データ３０３などの
付加情報をビデオ映像に重畳する際のオフセット量を一定の所定値と、ビデオ映像に同期
して時間的に変化する値との間で切り換える。そうすることで、本実施の形態では、３Ｄ
コンテンツにかかる映像表示モードが３Ｄ表示モードと２Ｄ表示モードとの間で切り換え
られた場合にＨＤＭＩインターフェースの再認証処理は行われない。そのため、スムーズ
に映像表示モードの変更がなされるとともに、付加情報のオフセット量も時間的に変換す
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る値と一定の所定値との間で切り換えられることにより、３Ｄコンテンツの付加情報が２
Ｄ表示モードにおいて揺らいで表示されることを防止する。
【０１４２】
　以上説明したように、本実施の形態においては、映像表示装置１１の映像表示モードが
３Ｄ表示モードから２Ｄ表示モードに切り換わった場合でも、映像再生装置１２は、映像
表示装置１１の表示モードを検出し、メニューグラフィクス３０１や字幕データ３０３な
どの付加情報のオフセット量を時間的に変化しない一定の所定値に固定にするので、（例
えば本編の）映像に重畳された付加情報が、２Ｄ表示において左右に揺れるといったよう
な現象は発生しなくなる。また、映像表示装置１１の映像表示モードが３Ｄ表示モードか
ら２Ｄ表示モードに切り換わった場合でも、ＨＤＭＩの再認証をする必要は無く、画面の
同期乱れやブラックアウトや画面フリーズは起こらず、スムーズかつスピーディに２Ｄ表
示と３Ｄ表示を切り換えることができる。
【０１４３】
　つまり、本実施の形態による映像再生装置１２は、第２のＡＶ処理部２０２と、第２の
入出力部２０３とを有する。ここで、第２のＡＶ処理部２０２、および、第２の入出力部
２０３は、実施の形態１～４の第２のＡＶ処理部２０２、および、第２の入出力部２０３
と同等の構成および機能を有するように構成されてよい。さらに、本実施の形態の第２の
ＡＶ処理部２０２は、再生する３Ｄコンテンツに同期して時間的に変化するオフセット量
を示すオフセット情報を受信し、当該オフセット量を加えて付加情報（第１の映像）を３
Ｄビデオ映像（第２の映像）に重畳して３Ｄ映像信号として出力可能である。また、本実
施の形態の第２の入出力部２０３は、映像表示装置１１の映像表示モードの設定が３Ｄ表
示モードに設定されているか、２Ｄ表示モードに設定されているかに関する情報を受信可
能であり、第２のＡＶ処理部２０２は、第２の入出力部２０３が受信した映像表示装置１
１にかかる上記設定が、２Ｄ表示モードに設定されたことを検知した場合には、上記オフ
セット情報が３Ｄコンテンツに同期して時間的に変化する場合であっても、３Ｄビデオ映
像に重畳される付加情報（第１の映像）に付加されるオフセットの量を一定の所定値に固
定して３Ｄビデオ映像（第２の映像）に重畳して３Ｄ映像信号として出力する。
【０１４４】
　言い換えれば、本実施の形態による映像再生装置１２は、先の実施の形態による映像再
生装置１２と同様、映像表示装置１１との間の伝送路のフォーマット（ＨＤＭＩインター
フェースのモード）として３Ｄ映像信号用の出力モードに対応したフォーマットを用いて
、映像表示装置１１に対し、３Ｄ表示用の映像信号（例えば、図５のフォーマット＠Ｓ１
０１による映像信号）、および、非３Ｄ（２Ｄ）表示用の映像信号（例えば、図５のフォ
ーマット＠Ｓ２０３による映像信号）を出力することが可能である。さらに、本実施の形
態による映像再生装置１２は、上記３Ｄ表示用の映像信号においては、付加情報の３Ｄビ
デオ映像に対するオフセットの量を時間的に可変として付加情報と３Ｄビデオ映像との重
畳を行い、上記非３Ｄ（２Ｄ）表示用の映像信号においては、付加情報の上記オフセット
量を時間的に変化しない一定の所定値に固定して付加情報とビデオ映像との重畳を行うこ
とができる。
【０１４５】
　実施の形態５の映像再生装置１２は、体映像表示を可能とする３Ｄ映像信号または非立
体映像表示を可能とする非３Ｄ映像信号を映像表示装置へ出力可能な映像再生装置であっ
て、コンテンツのデータを入力し、前記コンテンツの第１映像を、前記コンテンツに含ま
れるオフセット情報に応じたオフセット量に基づいて、前記コンテンツの第２映像に対し
て位置合わせして重畳することにより前記コンテンツの映像信号を構成する第２のＡＶ処
理部２０２と、前記第２のＡＶ処理部２０２で構成された映像信号を、立体映像表示用の
映像信号を出力するためのフォーマットである３Ｄ映像出力フォーマットにしたがい、前
記映像表示装置１１へ出力する第２の入出力部２０３と、前記コンテンツの映像表示を、
３Ｄ表示とするか非３Ｄ表示とするかを指示する情報を受け付ける第２の入出力部２０３
と、を有し、前記第２の入出力部２０３が、前記第１映像が重畳された前記映像信号を、
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前記３Ｄ映像出力フォーマットにしたがい出力している際に、前記第２の入出力部２０３
が、前記コンテンツの映像表示を非３Ｄ表示にする指示を受け付けた場合、前記第２のＡ
Ｖ処理部２０２は、前記オフセット量を時間的に変化しない一定値に固定し、前記一定値
のオフセット量に基づいて、前記第１映像を、前記第２映像に対して位置合わせして重畳
することにより前記映像信号を構成し、前記第２の入出力部２０３は、前記映像信号を、
前記映像表示装置へ前記３Ｄ映像出力モードにしたがい出力する。
【０１４６】
　また、本実施の形態の映像再生装置１２においては、第２の入出力部２０３と映像表示
装置１１との間で受け渡しする映像信号が３Ｄ映像信号から非３Ｄ（２Ｄ）映像信号へ変
化した場合、もしくは、非３Ｄ（２Ｄ）映像信号から３Ｄ映像信号へ変化した場合に相互
に認証が必要な場合において、映像再生装置１２が、映像表示装置１１の映像表示モード
が２Ｄ映像を表示する状態（２Ｄ表示モード）に設定されたことを検知した場合には、第
２の入出力部２０３は、相互に認証を行わずに映像表示装置１１へ立体映像（３Ｄ映像信
号）を出力する状態を維持し、第２のＡＶ処理部２０２は、重畳される付加情報のオフセ
ット情報を時間的に変化しない一定の所定値に固定にしてビデオ映像に重畳して構成され
た映像信号を出力する。
【０１４７】
　本実施の形態については、付加情報にかかる映像の重畳にかかるオフセット量の制御に
ついて詳述したが、本実施の形態においても、先の実施の形態と同様、映像再生装置１２
は、３Ｄコンテンツの３Ｄ表示と非３Ｄ表示との間の切り換え指示に応じて、３Ｄ映像信
号の構成を、図５に示したフォーマット＠Ｓ１０１とフォーマット＠Ｓ２０３との間で切
り換えてよい。
【０１４８】
　なお、本実施の形態においても、先の実施の形態と同様、映像再生装置１２は、自機用
のリモコンから直接的に、３Ｄ表示と非３Ｄ表示との切換にかかる指示を受信することも
可能である。
【０１４９】
　３．第２のＡＶ処理部の詳細
　図１３は、実施の形態５の映像再生装置１２の第２のＡＶ処理部２０２の構成の詳細を
示す図である。第２のＡＶ処理部２０２は、例えば、１つまたは２つ以上の半導体装置と
して構成されてよい。第２のＡＶ処理部２０２は、ディスク２００やチューナ２０７から
入力される３Ｄコンテンツを含んだ映像ストリーム信号から映像信号を構成するデコーダ
部２０２ａと、デコーダ部２０２ａから入力される映像信号を第２の入出力部２０３へ出
力する信号出力部２０２ｄと、コンテンツの表示を３Ｄおよび２Ｄの間で切り換える指示
を受ける３Ｄ／２Ｄ表示切換指示部２０２ｃとを有する。また、デコーダ部２０２ａは、
３Ｄ映像信号用の出力モードで２Ｄ映像信号を出力するために、３Ｄ映像信号における左
目映像およびそれに対応する右目映像として該左目映像またはそれに対応する右目映像の
いずれか一方のみが繰り返し含まれる映像信号を構成する３Ｄフォーマット２Ｄ映像構成
部２０２ｂを備え、さらに、付加情報にかかる時間的に変化するオフセット量を一定の所
定値に固定して３Ｄフォーマット２Ｄ映像構成部２０２ｂへ出力するオフセット固定部２
０２ｅを備える。なお、信号出力部２０２ｄは、出力端子でよい。
【０１５０】
　ＣＰＵ２０４は、第２のリモコン受信部２０５を介して入力される映像再生装置用リモ
コンからの指示、映像表示装置１１および第２の入出力部２０３を介して入力される映像
表示装置用リモコンからの指示等に基づき、３Ｄ／２Ｄ表示切換指示部２０２ｃに対し、
コンテンツの映像データから３Ｄ表示モード用の映像信号（例えば、図５のフォーマット
＠Ｓ１０１を有する映像信号）を構成するか、非３Ｄ（２Ｄ）表示モード用の映像信号（
例えば、図５のフォーマット＠Ｓ２０３を有する映像信号）を構成するか、の指示を送る
ことができる。
【０１５１】
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　ＣＰＵ２０４からの指示を受けた３Ｄ／２Ｄ表示切換指示部２０２ｃは、当該指示に従
い、デコーダ部２０２ａ、ならびに、その３Ｄフォーマット２Ｄ映像構成部２０２ｂおよ
びオフセット固定部２０２ｅを制御することができる。
【０１５２】
　実施の形態５の映像再生装置１２の第２のＡＶ処理部２０２は、コンテンツのデータを
入力し、前記コンテンツの第１映像を、前記コンテンツに含まれるオフセット情報に応じ
たオフセット量に基づいて、前記コンテンツの第２映像に対して位置合わせして重畳する
ことにより前記コンテンツの映像信号を構成するデコーダ部２０２ａと、前記オフセット
量を時間的に変化しない一定値に固定するオフセット固定部２０２ｅと、前記コンテンツ
の映像表示に関する指示を受け付けて、当該指示にもとづいて、前記デコーダ部２０２ａ
に対し、前記オフセット情報に応じたオフセット量を用いるか、前記一定値のオフセット
量を用いるかを指示する３Ｄ／２Ｄ指示部２０２ｃと、前記デコーダ部２０２ａが構成し
た映像信号を、立体映像表示用の映像信号を出力するためのフォーマットである３Ｄ映像
出力フォーマットにしたがい出力する信号出力部２０２ｄと、を有し、前記信号出力部２
０２ｄが前記オフセット情報に応じたオフセット量に基づいて第１映像が重畳された前記
映像信号を前記３Ｄ映像出力フォーマットにしたがい出力している際に、前記３Ｄ／２Ｄ
指示部２０２ｃが、前記コンテンツの映像表示を非３Ｄ表示にする指示を受け付けた場合
、前記デコーダ部２０２ａは、前記一定値のオフセット量に基づいて、前記第１映像を、
前記第２映像に対して位置合わせして重畳することにより前記映像信号を構成し、前記信
号出力部２０２ｄは、前記映像信号を前記３Ｄ映像出力モードにしたがい出力する、半導
体装置であってよい。
【０１５３】
　４．変形例
　なお、図１１中では、ＩＧストリームやＰＧストリームには、３Ｄ映像表示用にＬ用Ｒ
用に分けてＬ用／Ｒ用メニューやＬ用／Ｒ用字幕が格納されていない場合を示している。
つまり、出力時には、Ｌビデオ３０５にもＲビデオ３０７にも、これらＩＧ／ＰＧストリ
ームは、オフセット以外は同じ内容のものをビデオ映像のＬビデオ３０５およびＲビデオ
３０７に各々重畳される。しかし、これらＩＧ／ＰＧストリームにおいてＬ用とＲ用のお
のおの２つのデータを用意し、各々Ｌ用メニュー（Ｌ用字幕）とＲ用メニュー（Ｒ用字幕
）として独立してビデオ映像のＬビデオ３０５とＲビデオ３０７に重畳してもよい。その
場合も、オフセットは本実施の形態の説明にしたがって、実施すればよい。
【０１５４】
　なお、本実施の形態において、上述のように予めメニューグラフィクス３０１や字幕デ
ータ３０３などの付加情報が２Ｄ用と３Ｄ用（Ｌ用とＲ用）の２つのデータが用意されて
いる場合には、図１２のステップＳ５０３およびステップＳ５０６の処理の変わりに、重
畳すべき付加情報データを２Ｄ用と３Ｄ用とで切り換えて実施してもよい。２Ｄ用の付加
情報では、もとよりオフセットは固定されている。よって、ステップＳ５０３において、
３Ｄコンテンツを３Ｄ表示モードで映像表示装置１１に表示する場合、オフセットを加味
した３Ｄモード用のＬとＲの付加情報を各々ビデオ映像のＬとＲへ重畳して映像信号を構
成して映像表示装置１１へ出力し、ステップＳ５０６において映像表示装置１１の映像表
示モードが３Ｄ表示モードから２Ｄ表示モードの表示に切り換わったら、もとよりオフセ
ットの値が固定されている（例えば、ゼロに固定されている）２Ｄ用の付加情報をビデオ
映像のＬとＲに重畳すればよい。
【０１５５】
　このように付加情報が予め２Ｄ用と３Ｄ用が用意されている場合は、映像表示装置１１
の映像表示モードが２Ｄ表示モードに切り換わった場合２Ｄ用の付加情報を用いることで
、映像表示の不自然さ（揺らぎ）を回避できる。すなわち、２Ｄ表示モードでの表示時に
おいては、映像表示装置１１が３Ｄ映像信号のＬ側のみを表示している場合に、付加情報
もＬ側のみを表示すると、一般に３Ｄ用として用意された付加情報のＬ側用データは、２
Ｄ用の情報とは異なる場合があるため、多少の不自然さが発生する場合がある。（３Ｄ用
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として用意された付加情報のＬ側用データには、視差が含まれることがある。）しがたっ
て、このように付加情報を２Ｄ表示モードと３Ｄ表示モードで切り換えることで、上述の
不自然さは解消できる。
【０１５６】
　つまり、上述の映像再生装置１２の第２のＡＶ処理部２０２は、３Ｄ表示用の付加情報
と、２Ｄ表示用の付加情報とをディスク等から受信可能であり、第２の入出力部２０３は
、映像表示装置１１から受信した情報に基づき、３Ｄ表示用の付加情報と、２Ｄ体表示用
の付加情報とのいずれかを付加情報として立体映像に重畳する。
【０１５７】
　なお、上記で説明したＩＧストリームの変わりに、もっともよくブルーレイディスクの
グラフィクスメニューで利用されているＢＤ－Ｊａｖａ（登録商標）を用いても同様に実
施可能である。また、上記で説明したＰＧストリームの代わりにテキスト（文字コード）
情報、つまりＴｅｘｔサブタイトル（Ｔｅｘｔ　Ｓｕｂｔｉｔｌｅ）（図４にてＴｅｘｔ
ＳＴと表記したもの）を用いても同様に実施可能である。
【０１５８】
　また、本実施の形態においては、メニューグラフィクス３０１や字幕データ３０３など
の付加情報について説明した。しかし、付加情報は再生装置に記憶されているＯＳＤ（On
 Screen Display）の情報であってもよい。
【０１５９】
　また、本実施の形態において、映像表示装置１１から映像再生装置１２へ映像表示装置
１１における映像表示モードを通知する方法として、ＨＤＭＩのＣＥＣを例に説明したが
、ＬＡＮやネットワーク、シリアル通信、および赤外線通信、無線通信など、その他の方
法であってもよい。
【０１６０】
　本実施の形態は、映像表示装置の映像表示モードが３Ｄ表示モードと２Ｄ表示モードと
の間で切り換わった場合に、スムーズかつスピーディに映像表示モードを切り換えるとと
もに、２Ｄ表示モードにおいて付加情報等をただしく表示することができる。
【０１６１】
　なお、本明細書では、黒画面表示をブラックアウトと称した。しかし、ブラックアウト
は、黒画面表示だけではなく、緑画面表示など、他の色の画面表示であっても良い。また
、ブラックアウトは、ＨＤＭＩの認証により一部が崩れた画像であっても良い。つまり、
ブラックアウトとは、ＨＤＭＩインターフェースの認証が開始されてから完了するまでに
表示される画面の事を指す。
【産業上の利用可能性】
【０１６２】
　本実施の形態は、映像表示装置と伝送路で接続され、立体映像を表示することができる
映像再生装置として有用である。
【符号の説明】
【０１６３】
　１１　・・・　映像表示装置
　１２　・・・　映像再生装置
　１３　・・・　立体メガネ
１０１　・・・　第１の入出力部
１０２　・・・　第１のＡＶ処理部
１０３　・・・　表示部
１０４　・・・　第１のリモコン信号受信部
１０５　・・・　送信部
２００　・・・　ディスク
２０１　・・・　ディスクドライブ部
２０２　・・・　第２のＡＶ処理部
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２０２ａ・・・　デコーダ部
２０２ｂ・・・　３Ｄフォーマット非３Ｄ映像構成部
２０２ｃ・・・　３Ｄ／非３Ｄ切換指示部
２０２ｄ・・・　信号出力部
２０２ｅ・・・　オフセット固定部
２０３　・・・　第２の入出力部
２０４　・・・　ＣＰＵ（制御部）
２０５　・・・　第２のリモコン信号受信部
２０６　・・・　アンテナ
２０７　・・・　チューナ
３０１　・・・　メニューグラフィクス
３０３　・・・　字幕データ
３０５　・・・　Ｌビデオ
３０７　・・・　Ｒビデオ
　　ｄ　・・・　デプス差

【図１】

【図２】

【図３】
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